


番号縮尺図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

－
－

特記仕様書１ 特-01

２）表中の※印は１冊にまとめてよい。

　 　 確 認 及 び 報 告

10． 一 工 程 の 施 工

　 　 の 事 前 確 認 、

　 (第1編1.6.2）

　 (第1編1.6.3）

　 　 施 行 の 立 会 等

11． 施 工 の 検 査 等

　 　 施 工 の 検 査 に

    　～1.6.6,8）

　 (第1編1.6.4

　 　 伴 う 試 験

 (公共改修仕様書）

 (公共改修仕様書）
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電　気　設　備　工　事（改　修）特　記　仕　様　書

Ⅰ．工　事　概　要

５ ． 環 境 へ の 配 慮

　 (第1編1.4.1）

 (公共改修仕様書）

　 (第1編1.5.1～3）

９ ． 施 工 調 査

 (公共改修仕様書）

　 　 機 材 の 検 査 に

　 (第1編1.4.6）

 (公共改修仕様書）

８ ． 機 材 の 検 査 等

　 　 伴 う 試 験

　 (第1編1.4.5）

 (公共改修仕様書）

　 (第1編1.4.3）

７ ． 支 給 材 料 等

６ ． 再 使 用 機 材

４．工事の種類

　　規模等

２．工事場所

３．完成期限

１．工事名称

　 (第1編1.3.2）

２ ． 電 気 保 安

　 　 技 術 者 等

１ ． 実 施 工 程 表

　 (第1編1.2.1）

 (公共改修仕様書）

 (公共改修仕様書）

　 (第1編1.3.9）

４ ． 施 工 中 の

　 　 環 境 保 全 等

３ ． 施 工 条 件

　 (第1編1.3.3）

 (公共改修仕様書）

 (公共改修仕様書）

12． 養 生 範 囲

　 (第1編1.7.1～3）

 (公共改修仕様書）

 (公共改修仕様書）

17．保全に関する

　　資料

 　(第1編1.11.3）

16．完成時の提出

　　書類

 (第1編1.11.1～2）

 (公共改修仕様書）

 (公共改修仕様書）

15． 技 術 検 査

　 (第1編1.10.2）

14．発生材の処理等

 (公共改修仕様書）

　 (第1編1.9.1）

1 3 ． 撤 去

 (公共改修仕様書）

　 (第1編1.8.1～6）

　　類の規格

 (公共仕様書）

２．電線保護物

　　等の規格

１．電線・ケーブル

 (公共仕様書）

 (第6編1.2.1）

 (第2編1.1.1）

 (第2編1.2.1）

 (第2編1.2.9）

 (公共仕様書）

３．ケーブルラック

 (公共改修仕様書）

４．電線の色別

 (第2編2.1.4）

 (公共改修仕様書）

及びアンカー

　　仮設備工事

21．停電作業及び

20．インサート

19．はつり工事

 (公共改修仕様書）

 (公共改修仕様書）

 　(第1編2.1.1）

 　(第2編2.9.1）

18．スリーブ工事

 (公共改修仕様書）

 (第2編1.2.1～10）

 (第6編1.2.1～3）

 　(第1編2.10.1～5）

 　(第1編2.11.1～3）

 (公共改修仕様書）

 　(第1編2.13.1～3）

Ⅲ．共通事項

第１編　一般共通事項

項 目 特 記 事 項

工　　　事　　　範　　　囲　　　表

建
 
物
 
概
 
要

構　造・階　数

建 築 面 積

工 種

棟 名 称

電灯幹線

電灯設備 電灯分岐

コンセント分岐

　　９．短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

　　　に報告する。

　　１．第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　　２．１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　この工事現場に，下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

　　　教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般

　　　電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

　　６．公益事業局長又は通商産業局長の指定をうけた高圧試験に

　　　業法の規程に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条

　　８．第２種電気工事士（旧電気工事士）の資格を有する者

　　４．高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、電気事

　　　第１項各号の科目を修めて卒業した者

　　　合格した者

　　７．２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　　　定に合格した者

　　５．旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の検

　　３．第１種電気工事士の資格を有する者

　　　工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員

項　　　　目　　　　名 電気保安技術者

　　　し、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

　　　　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する

     ○低騒音型・低振動型建設機械の使用

　　　　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動排出

      　本工事においては、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」（

　　　平成9年7月31日建設省告示第1536号）に基づき国土交通大臣が形式指定を行っ

　　　た低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただし、これにより難

　　　い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

　　　ガスの規則等に関する法律」（平成17年法律第51号）に基づく技術基準に適合

　　　する機械、または、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3年10月8付け建

　　　設省経機発第249）、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定」（平

　　　成18年3月17日付け国土交通省告示第348号）もしくは「第3次排出ガス対策型建

　　　設機械指定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定された

　　　排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使

　　　用できない場合は、平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス

　　　浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技

      術の技術審査・証明事業、もしくは建設技術審査証明事業により評価された排

　　　出ガス浄化装置を装着する個音で、排出ガス対策型機械と同等と見なす。ただ

　　 ○排出ガス対策型建設機械

　　　遵守されるものとする。

　　 ⑤　受注者は、資機材の搬入出等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を

　　　ちに監督職員に報告しなければならない。

　　 ④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直

　　　ピーを保管し、本工事関係車両を把握しなければならない。

　　 ③　受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、者検証のコ

　　　書に記載しなければならない。

　　　ス規制に適合する車両の使用については、排出ガス規制条例の遵守を施工計画

　　 ②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガ

　　　使用しなければならない。

　　　排出ガス規制条例」という。）の適用を受ける場合は、これに適合した車両を

　　　係車両」という。）が、当該工事場所ディーゼル車排出ガス規制条例（以下、

　　 ①　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下、「本工事関

　　 ○ディーゼル車排出ガス規制に適合した車両

　本工事は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」

 ・

　すること。

　に基づく機材等を使用すること。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議

　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

照明器具

分電盤類

受変電設備機器 外観検査

外観検査

外観検査

試　験機　　材　　名 摘　　　　　　要検　査

　下記の工事部分は，施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

　下記の工事部分は監督職員の施工の検査，施工の立会及び施工検査に伴う試験を

受けるものとする。

　養生は、図示によるほか下記による。

工　事　種　別 確　認　・　報　告　事　項

試　験立　会検　査工　　事　　種　　別

　発生材の処理は，下記による。

(１)引渡しを要するもの

　　２)引渡し先

　　１)品　　名

４)集積方法

　　１)品　　名

３)集積場所

　　　１)品　 名

1-2)使用箇所

1-2)使用箇所

　　　１)品　　名

　　２)引渡し先

３)集積場所

図示による。

図示による。

　　1-1)品　　名

　　　２)品　 名

　　1-1)品　　名

図示による。

　　　２)品　　名

(５)関係法令にしたがい適切に処理するもの

(４)再資源化するもの

図示による。

(２)特別管理産業廃棄物

(３)現場において再利用するもの

〃

負 荷 設 備 台 帳

官公署等届出書類（写）

保 守 点 検 要 領 書

機器完成図及び説明書

工 事 写 真 帳

各 種 試 験 成 績 書

施 工 図

　完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

〃

〃

完 成 図

〃

〃

・　完成時提出書類一式　ＰＤＦデータ

・電子媒体　・紙媒体（ﾌｧｲﾙ綴じ）

指定書式：　・有　　・無

１部

１部

１部原　　図(A1版)

仮　　製　　本

１部

仮　製　本(A1版)

部　数

１部

製　　　　　本

体　　裁　　等

原　　図(A1版)

仮　製　本(A3版)

１部原　　図(A3版)

名　　　　　称

・

・

・　

本工事は、次の書類については、電子納品の対象とする。

貸与条件：　貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成の

　　　　　　　　　　　　　　　ファイル形式：

　・工事写真　　　・完成図

貸与する設計図のＣＡＤデータの著作者名　　：

　　　　　　ため以外に使用しないこと。

提出方法：  

ＣＡＤデータ（・要　・不要）

　　保全に関する資料は公共仕様書によるほか、下記に示す機器及びシステムを運用

３）完成図書はファイル綴じし、表記は監督職員の指示による。

　　する職員に対しその機能・操作の説明、保守点検の要領、障害時の対策及び災害

　　（停電、自然災害）時の対応等を資料を作成し説明すること。

　　はつり工事は、図面によるほか次による。

　　・つば付鋼管　　・紙チューブ（外径200mm以下で柱、梁以外）　・その他（　　）

　　　スリーブの材料は、図面に記載がない場合は、次による。

　　・亜鉛めっき鋼板又は鋼板（さび止めペイント）

　　　機器等を固定する受材は、関連工事により可能な場合は先付け工法とし、あと

　　施工アンカーを行う場合は、施工要領書を作成し、監督職員の承諾を得ること。

　　箇所

貫通口径

１００φ 　　箇所

コンクリート厚

５０φ

箇所数

　　箇所

備考

７５φ

非破壊検査

150mm　　・200mm　　・　　mm

150mm　　・200mm　　・　　mm

150mm　　・200mm　　・　　mm

・有　・無

・有　・無

・有　・無

　電線・ケーブル等の規格、記号で公共仕様書に定める以外のものは下記による。

 スＥ（カテゴリ６）規格に適合したもの

 JIS　5503に準拠し、JIS X 5150のクラ

　電線保護物の規格で公共仕様書に定める以外のものは下記による。

　ケーブルラックの表面処理は下記による。

　配線及び主回路の導体の色別は，次による。

　　・　標準仕様書による。

　　・　配線及び主回路の導体の色別は，下記による。

　カテゴリ６対応

　ＵＴＰケーブル

　

呼 称 規 格

規 格呼 称

共 同 溝 内

記 号

Ｅ Ｐ Ｓ

床 下 ピ ッ ト

種　別

記 号

設置場所

天 井 内

電気・機械室内

EM-UTP

・

・

・

溶融亜鉛めっき

・

・

・

・

・

表　　面　　処　　理　　等

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

合成樹脂焼付塗装

・

・

低
　
　
圧

配
　
　
線

単相２線式

単相３線式

分

電

盤

類

三相３線式

三相４線式

高
圧 三相３線式

電気方式

白

赤

（青）

白

白

赤 青

接地側

白

中性相

黒赤

青赤

第２相 第３相

黒

第１相

（２）発電回路の第２相

（３）切替回路２次側

　分岐前の色別による。（１）分岐回路の色別

（４）漏電流遮断器の 　専用接地極とした時の接地線は、一般接地線と色別を区

　別し、黄色とする。

　　　する。

　共通事項

　　　接地

　接地側の電線の色は、黄色とする。（無停電回路含む。）

　　　遠いほうからとする。

　配線（１）～（４）による。

　イ）上下の別は上からとし、直流２線式は、下からと

　ア）左右の別は、左からとする。

　ウ）遠近の別は近いほうからとし、直流２線式は、

　規定しない。

　別による色別を施すものとする。

　主回路導体は，その端部又は一部に当該地区の電力会社の相色

直流２線式 白青

接地側

　　　　（１）左右、遠近の別は各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

　　　　　　　これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。

　　（ｂ）屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

　　（ａ）配電盤類については、次による。

　　（ｃ）接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

［備考］

　　　　（２）三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

　　　　（３）三相交流の相は、第1相、第2相、第3相の順に相回転するものとする。

　状態

　別は、正面から見た

　左右・上下及び遠近の

(ＰＤＦ及びＤＸＦ又はＪＷＷ)

　　　　Ｆ・ＦＥＰ
JIS C 3653及び同付属書1による

自己消火性がある　合成樹脂管

　難燃性波付硬質

上記以外の発生材。

模様替え

 ・

 ・

 ・

三重県鈴鹿市白子町（鈴鹿工業高等専門学校構内）

鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事

平成２８年　３月２９日（火曜日）

構内交換設備

構内情報通信網設備

発生材処理

屋
内
電
気
工
事

Ｒ２

1,852.2㎡

延 べ 面 積 （ 改 修 延 べ 面 積 ） 2,633.2㎡(2,106㎡)

生物応用化学科教室棟マルチメディア棟

模様替え

Ｒ３

1,786.0㎡

5,264.0㎡(4,315㎡)

模様替え

電子情報工学科棟

Ｒ４

917.4㎡

3,360.5㎡(2,748㎡)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

建
 
物
 
概
 
要

構　造・階　数

建 築 面 積

工 種

棟 名 称

電灯幹線

電灯設備 電灯分岐

コンセント分岐

模様替え

構内交換設備

構内情報通信網設備

発生材処理

屋
内
電
気
工
事

延 べ 面 積 （ 改 修 延 べ 面 積 ）

模様替え 模様替え

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

建
 
物
 
概
 
要

構　造・階　数

建 築 面 積

工 種

棟 名 称

電灯幹線

電灯設備 電灯分岐

コンセント分岐

模様替え

構内交換設備

構内情報通信網設備

発生材処理

屋
内
電
気
工
事

延 べ 面 積 （ 改 修 延 べ 面 積 ）

模様替え

Ｒ３

模様替え

専攻科棟

Ｒ４

306.9㎡

1,204.8㎡(886㎡)

共同研究推進センター

Ｒ１

323.2㎡

323.2㎡(226㎡)

材料分析室

Ｓ１

204.0㎡

204.0㎡(149㎡)

寮管理棟

Ｒ１

226.1㎡

226.1㎡(74㎡)

第２青峰寮

462.9㎡

1,343.5㎡(68㎡)

第１体育館

Ｒ２

1,309.0㎡

1,515.0㎡(15㎡)

１．総　　則

Ⅱ．一般特記事項

　　　２)表中の各欄に、数字、文字又は記号等を記入する事項については、記入し

（２）　特記仕様書の適用方法

　　　１)・印で始まる事項及び表中の・印の事項については、○印を付した事項の

　　　５) 左欄の（　）内の数値は，公共建築工事標準仕様書（統一基準）（電気設

　　　４）特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取り扱いは、特記された

　　　３)＝印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。

　　　　　み適用する。

　　　　　てある事項のみ適用する。

　　　　　督職員の承諾を受ける。

　　　　　もの又は同等以上のものとする。但し、同等以上のものとする場合は、監

　　　　　（以下、「公共改修仕様書」という）文部科学省電気設備工事標準仕様書

　　　　　（特記基準）（平成２５年版）　（以下、「文科仕様書」という）の該当

　　　　　項目番号を示す。

（１）　この工事の請負者は，独立行政法人国立高等専門学校機構発注工事請負等契約

　　　　要領に基づき工事を施工する。

　　　　公共建築設備工事標準図（統一基準）（平成２５年版）及び工事記録写真撮影

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）（平成２５年版），

　　　　　備工事編）（平成２５年版）（以下、「公共仕様書」という）、公共建

　　　　　築改修工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）（平成２５年版）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

建
 
物
 
概
 
要

構　造・階　数

建 築 面 積

工 種

棟 名 称

電灯幹線

電灯設備 電灯分岐

コンセント分岐

模様替え

構内交換設備

構内情報通信網設備

発生材処理

屋
内
電
気
工
事

延 べ 面 積 （ 改 修 延 べ 面 積 ）

第２体育館

Ｓ１

900.8㎡

879.7㎡(74㎡)

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・構内配電線路

構内通信線路

発生材処理

屋
　
外

テレビ電波障害防除

・

２部

１部

１部

１部

１部

１部

１部

１部

１) 完成図はA1判とし、製本はA4判とする。

　　・鋼管　　・硬質塩化ビニル（防火区画及び水密を要する部以外）

　　　　規則別記第１号の工事請負契約基準，現場説明書，特記仕様書２枚，図面２３枚，

総数日付工事名称

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当
平成27年10月鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 ０２／２５

事

記



５．耐震施工

　接地極の種類

（公共改修仕様書）

（第2編2.1.14）

（第6編2.1.12）

６．接地極等

6-1)

（文科仕様書）

（第2編2.1.1）

８．特殊場所

（第２編2.15.14）

（公共改修仕様書）

　　表示

７．器具取付け等

　

6-2)接地位置等の

（注）　（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　接地極等は，下記による。

　重要機器は下記による。

・建物への配管の引込部の耐震処置及び建物のエキスパンションジョイント部の配線

　記と同じとする。

　第2編2.1.14　表2.1.3「横引き配管等の耐震支持」における耐震安全性の分類は上

・公共仕様書第2編2.1.13　表2.1.2「横引き配管等の耐震支持」及び公共改修仕様書

築設備耐震設計・施工指針」により施工するものとし，設置場所に応じた設計用水平

　１００㎏を超える機器の据付，固定及び支持については，日本建築センター刊「建

　は、標準図の措置を施す。

・０.４

重要機器

・１.５

・０.６

(１.５)

(１.５)

・０.６

一般機器 重要機器

(１.０)

・１.５

(１.５)

(０.６)

・１.０

・１.０

・０.６

特定の施設

耐震安全性の分類

・２.０

一般の施設

(１.５)

(２.０)

・１.５上層階，屋上及び塔屋

地 下 及 び １ 階

中 間 階

(１.０)

(２.０)

・１.０

一般機器

(１.０)

設　置　場　所

・１.０

(２.０)

(１.０)

震度は，下表による。

接　地　極　（１箇所当り）種　　　別

避 雷 設 備 用

実 験 用

接地極抵抗測定用

　Ａ・Ｄ種共用

・ く体接地方式

・

・

銅　板　　　　㎜× 　　㎜× 　　㎜　　　　　枚

　接地棒の１４φ×１,５００mmのものは，銅覆鋼棒製とする。

・ 銅　板　　　　㎜× 　　㎜× 　　㎜　　　　　枚

・

銅　板　　　　㎜× 　　㎜× 　　㎜　　　　　枚

・

接地棒　　１４φ× １,０００mm

・

・

接地棒　　１４φ× １,５００mm　 　連結　　箇所

接地棒　　１４φ× １,５００mm　 　連結　　箇所

・

・

・

・

　接地棒の１４φ×１,０００mmのものは，銅覆鋼棒製とする。

銅　板　９００㎜×９００㎜× １．５㎜　　　　　枚

接地棒　　１４φ× １,５００mm　 ２連結　１箇所

・

・

銅　板　９００㎜×９００㎜× １．５㎜　　　　　枚

接地棒　　１４φ× １,５００mm　 ２連結　１箇所

・

・

銅　板　９００㎜×９００㎜× １．５㎜　　　　　枚

接地棒　　１４φ× １,５００mm　 ２連結　１箇所

銅　板　９００㎜×９００㎜× １．５㎜　　 １　 枚

接地棒　　１４φ× １,５００mm　 ２連結　１箇所

接地棒　　１４φ× １,５００mm　 ２連結　１箇所

器具の取付高さ等が図示さてていない場合は、次による。

接地極の表示は、9-1）の箇所分処置し、下記による接地極埋設標を接地する。

　・　黄銅板製

　・　ステンレス製

　全熱交換器スイッチ

　空調スイッチ

　便所換気扇スイッチ
　特記による

　機械設備

電
 
力
 
設
 
備

通
信
情
報
設
備

側点 ﾌﾟﾚｰﾄ種類名　　　　　　称 ﾗﾍﾞﾙ表示 取付高(㎜)

・気密を要する場所

・粉じん危険場所

・ガス蒸気危険場所

・腐食性ガスのある場所

・塩害の受けるおそれがある場所

・蟻害の受けるおそれのある場所

・危険物等貯蔵場所

・湿気の多い場所

特殊場所は下記による。

危険場所の種別適用する場所特 殊 場 所 の 内 容

点灯箇所新金属

点灯箇所新金属

新金属

新金属

新金属

新金属

新金属

新金属

新金属

新金属

新金属

回路番号

回路番号

用途

用途

用途

用途

危険物の種類

Ｄ種（ELCB用含む）

Ｃ種

Ａ種

Ｂ種

　直列ユニット

　アッテネーター

　情報コンセント

　センサ操作ユニット

　スイッチ

　コンセント

　電話用アウトレット

　コンセント（台上）

中心

中心

中心

中心

中心

中心

中心

中心

中心

中心

中心

　　  ３００

　 ２,０００

    　３００

　 １,１００

　　　３００

      ３００

　 １,１００

　 １,３００

１

１

１

　その他仕様：

　音声応答装置　：・有　　　・無（自動時刻補正：・有　　・無）

　保守コンソール：・有　　　・無（自動時刻補正：・有　　・無）

　通話料管理装置：・有　　　・無（自動時刻補正：・有　　・無）

　　　　　　　　　　・放送結合回線

　基本サービス機能：公共仕様書記載の基本サービスの他に次に有すること

　　　　　　　　・ダイレクトインダイヤル方式　　・ダイレクトインライン方式

　局線応答方式：・局線中継台方式　　・ダイヤルイン方式　　・分散中継台方式

　冗長構成：・１重化　　・２重化

　　　　　コードレス電話（ＰＨＳ）（実装　　）回線以上

　　　　　コードレス基地局（実装　　）回線以上

　　　　　デジタル内線（実装　　）回線以上

　　　　　一般アナログ内線（実装　　）回線以上

　内線数：多機能内線（実装　　）回線以上

　その他：

　　　　　　デジタル　　　　回線

　専用線数：アナログ　　　　回線

　ＩＰ回線　　回線（サービス名：　　　　　）

　ＩＮＳ１５００　　　回線

　局線数：アナログ　　回線、ＩＮＳ６４　　回線

　・デジタルＰＢＸ　・ＩＰ－ＰＢＸ　・ＶｏＩＰ

仕　　　　　　　様名　称

　１．交換機

　１）機器等

　　　　　コードレス基地局（実装　　　）回線

　基本サービス機能：公共仕様書に示す基本的サービス機能の他次による。

　　　　・プッシュ音出機能　　　・　

　　　　　一般アナログ内線数：（実装　　　）回線

　内線数：多機能内線（実装　　　）回線　　

　　　　　ＩＰ線　　　回線（サービス名：　　　　　　　）

　　　　　ＩＮＳ１５００　　　　回線　　　専用線　　　回線

　局線数：アナログ　　　回線、ＩＮＳ６４　　　回線

　　　装置

　２．簡易交換

　３．局線中継台

　４．本配線盤 　形式：・自立形　　・壁掛形　　・本体側面設置形　　・本体内部設置形

　キャビネット：・有（鋼板製）　　・無

　端子板対数（実装数/容量数一列数）：（　　　　　/　　　　　）

　通信用ＳＰＤ:

　交換手用送受話器：　　　個

　形式：・本体内蔵形　　・別置形

　５．電源装置

　　　整流装置

　電源方式：　　φ　　　Ｗ　　　Ｖ

　整流方式：半導体による全波整流方式

　冷却方式：・自然冷却方式　　・強制冷却方式

　出力電圧調整：自動定電圧装置付

　負荷電圧補償：負荷電圧の変動範囲が補償できるもの

　充電方式：・自動回復充電　　・自動浮動充電　　・手動均等充電

　　３．構内交換機設備

　　　整流装置

　６．蓄電池 　　　　　形　　　　　ＡＨ　　　　　　セル

　形式：・可搬鉛蓄電池　　・据置鉛蓄電池　　・長寿命形　　・据置ニッケル

　　　　・カドミウムアルカリ蓄電池

　発生ガス処理方式：・ベンド形　　・シール形　　・陰極吸収式　　・触媒栓式

　停電時設備保持時間：・３０分　　・１時間　　・３時間

　収容箱：・有　　　・無

　形式：・本体内蔵形　　　・別置形

　１）機器等

名　称 仕　　　　　　　様

　　　整流装置

　７．蓄電池 　局線内線話中表示盤

　８．電話機

　・一般電話機（壁掛形）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　・一般電話機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　・多機能電話機（表示付）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　・多機能電話機（停電対応）　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　・多機能電話機（表示付停電対応）　　　　　　　　　　　　　　　台

　・ＩＰ電話機（ＰｏＥ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　・コードレス電話機（アナログ一般型）　　　　　　　　　　　　　台

　・デジタルコードレス電話機（ＰＨＳ）　　　　　　　　　　　　　台

　・ＰＨＳアンテナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　・ＰＨＳアンテナ（屋外用）　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　　（３）周囲湿度　　　　　％以下

　　（２）周囲温度　　　　　℃

　　（１）設置場所

　３）設置条件等

　　　フレーム及びケーブルラック、機器据置工事、配線工事、総合試験調整費

　２）施工

　その他仕様　　　：マイク附属

　緊急放送　　　：・緊急地震速報

　自動時刻補正　：・有　　　・無

　非常電源蓄電池：・有　　　・無

　　　　　　　　　　　その他（　　　　　　）

　　　　　　　　　　　ラジオ：・ＡＭ　　・ＦＭ

　　　　　　　　　　　タイマー：・　　回路　　・24Ｈ　　・週間　　・年間

　　　　　　　　　　　チャイム：・１曲　　・４曲　　・その他

　　　　　　　　　　　時刻設定　１分単位　　　停電時設定保持２４時間

　　　　　　　　　　　精度　週差０．７秒以下　　　周期　１週間単位

　　　　　　　　　　　・ＳＤカードスロット（対応メディア：　　　　　）

　　　　　　　　　　　・ＩＣメモリ（記憶時間：　　時間）

　アナウンスレコーダ：マイク入力端子 １ 、ライン入力 １ 、ライン出力　１

　　　　　　：・オーディオレコーダ（　　時間以上）　・その他（　　　）

　ＢＧＭ装置：・ＣＤ（　　　連装）　　・Ｂlu－ray/ＤＶＤ（　　　連装）

　　　　非常　　回路、業務　　回路（非常/業務兼用　　回路）

　用途：・非常用　　・業務用　　・非常業務兼用

　形式：・卓上形　　・ラック形　　・デスク形　　　・壁掛形

　１）機器等

仕　　　　　　　様名　称

　用途：・非常用　　・業務用　　・非常業務兼用

　形式：・卓上形　　・壁掛形　　・盤収納形　　　・その他

　その他仕様：マイク附属

　概算質量：　　　ｋｇ

　ワイヤレスアンテナ：・ダイバシティ　　・シングル

　ワイヤレス受信機：・８００ＭＨｚ　　・３００ＭＨｚ　　・　　　　波

　　　　　　　　　　　その他（　　　　　　）

　　　　　　　　　　　チャイム：・１曲　　・４曲　　・その他

　　　　　　　　　　　タイマー：・　　回路　　・24Ｈ　　・週間　　・年間

　　　　　　　　　　　時刻設定　１分単位　　　停電時設定保持２４時間

　　　　　　　　　　　精度　週差０．７秒以下　　　周期　１週間単位

　　　　　　　　　　　・ＳＤカードスロット（対応メディア：　　　　　）

　　　　　　　　　　　・ＩＣメモリ（記憶時間：　　時間）

　アナウンスレコーダ：マイク入力端子 １ 、ライン入力 １ 、ライン出力　１

　　　　　　：・オーディオレコーダ（　　時間以上）　・その他（　　　）

　ＢＧＭ装置：・ＣＤ（　　　連装）　　・Ｂlu－ray/ＤＶＤ（　　　連装）

　非常放送カット：・内蔵形　　・別置形

　出力：　　　Ｗ　　出力回路：　　　回路

　形態：・設備形　　・可搬形　　・移動形

　形式：・卓上形　　・ラック形　　・木製ワゴン形　　　・その他

　その他仕様：

　・ワイヤレスマイク充電器

　・ワイヤレスマイクハンド形　　・ワイヤレスマイク　タイピン形

　・コンデンサミクロホン（エレクトレット型）

　・ムービングコイルマイクロホン（ダイナミック型）

　・卓上スタンド　　　・床上スタンド

　３．副増幅器

　２．遠隔操作器

　１．主増幅器

　４．マイクロホン

　５．アッテネータ

　　・その他仕様（　　　　　　）

　　・１Ｗ　抵抗式　　・３Ｗ抵抗式　　・０．５～６Ｗトランス式　　

　　・０．５～３０Ｗトランス式　　　　・０．５～６０Ｗトランス式　　

　　　据置工事、総合調整試験

　２）施工

スピーカ外形

ユニット口径

定格入力

アッテネータ

両面系

キャビネット

枠材質

ネット

その他仕様

　形　状

　　　　　・有　　　・無

・埋込一体形・埋込分離形・露出一体形

　　　　 ・天井スピーカ　　　　　　　    ・壁掛形スピーカ　・吊下形スピーカ

　　　　・丸形　　　・角型

　　　　　・有　　　・無

　　　　　・有　　　・無

　　　　　・有　　　・無

　・樹脂枠　・金属枠　・その他

・金属　・ジャージ　・樹脂　・その他

　・防水　　・防湿　　・防塵

　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　ｃｍ

　　　　　　　　　　　Ｗ

　　　　　　　　　　－

　　　　・樹脂　　・木製　　・その他

　　　　・樹脂　　・ジャージ・その他

　　　　・防水　　・防湿　　・防塵

　　　　　　・有　　　・無

　６．スピーカー

　　５．自動火災報知設備

　受信機 　形式：・壁掛型　　・自立型　　・デスク卓型

　　　　・Ｐ型１級　・Ｐ型２級　・Ｐ型１級複合　・Ｐ型２級複合

　　　　・Ｒ型　　　・Ｒ型複合　・ＧＰ型　　　　・ＧＲ型

　方式：・単独　　・複合

　表示方式：・窓式　　・地図式

　　　　　　・ＬＣＤ（・白黒　　・カラー　　画面サイズ　　　　　

　　　　　　　　　　　・平面図表示有　　・平面図表示無）

　回線数又はアドレス数：

　　防火戸・排煙：　　　　　　回線　　　　　　　アドレス

　　自火報　　　：　　　　　　回線　　　　　　　アドレス

　　ガス漏れ　　：　　　　　　回線　　　　　　　アドレス

　　　　　　　　：　　　　　　回線　　　　　　　アドレス

　総合操作盤：・標準認定品　　・個別認定品

　キャビネット：鋼板製（仕上げ色：・製造者標準　　・発注者指定）

　その他仕様：・監視カメラ連動

　概算質量：　　　　　ｋｇ

　副受信機 　形式：・壁掛型　　・自立型　

　表示方式：・窓式　　・地図式

　　　　　　・ＬＣＤ（・白黒　　・カラー　　画面サイズ　　　　　

　　　　　　　　　　　・平面図表示有　　・平面図表示無）

　その他仕様：

　表示装置 　種類：・液晶ディスプレイ　　・　

　表示画面：　　　　インチ以上、表示色：　　　　色以上

　解像度：　　　　×　　　　ｄｐｉ以上

　表示内容：・平面図　　・系統図　　・グラフ　　・表

　Ｒ型分散型

　Ｒ型中継型

　非常電話装置 　操作：・自動　　・手動　　　回線数：

　その他仕様

　概算質量：　　　　　ｋｇ

名　称 仕　　　　　　　様

　自動火災報知設備の警報の鳴動方式は、下記による。

　　　　・全館一斉鳴動方式　　　　　・出火階直上階鳴動方式

　１）機器等

　　４．拡声設備

　出力：９６０Ｗ　　出力回路：　２０回路

　出力回路：　１０回路　　　その他仕様：

　　　　　　２０　　ｃｍ

　　　　　　　　３　　Ｗ

　※既設再利用
　　　　とする

　※既設再利用
　　　　とする

　　　　とする
　※既設再利用

用 途

端子盤名称

端子板の種類 段数

・標準色　・指定色記号

・ B形 ・ D形 ・ E1形 ・ E2形 ・ F形 ・ G形

・ B形 ・ D形 ・ E1形 ・ E2形 ・ F形 ・ G形

・ B形 ・ D形 ・ E1形 ・ E2形 ・ F形 ・ G形

・ B形 ・ D形 ・ E1形 ・ E2形 ・ F形 ・ G形

　　段

　　段

　　段

　(１)端子盤の端子板は，図面に特記がない限り，下記による。

 火災・自動閉鎖

 上記以外

 拡声

 電話

実 装 ／ 容 量

　　Ｐ／　　Ｐ

　　Ｐ／　　Ｐ

　　Ｐ／　　Ｐ

　　Ｐ／　　Ｐ

　　段

　・　鋼板製　　　　　・　合成樹脂製

　(２)端子板に取付けるセパレータの材質は，下記による。

※端子台容量はＥ－１８端子盤負荷表による

　　１．端子盤等

　２．収容架

　　　　　　　　　　　形式：・ブロック形　　　・モジュラ形

　　　　　　　　　　　ＵＴＰケーブル結線方法　Ｔ５６８Ｂ

　棚板：　・要（　　個）　・不要

　扉：　・有（透明アクリル　・有　・無）　　・無

　サイズ：Ｗ＊Ｈ＊Ｄ

　耐震対策：　・無　　・転倒防止金具　　・免震装置

　ＨＵＢ収容スペース：　　Ｕ

　ＵＴＰパッチパネル：２４ポート以上×　　個

　光成端箱：　　芯用

　光パッチコード：（・単芯　・２芯）用　　ｍ×　　本

　光パッチパネル：１６ポート以上×　　個

　　　　　　　　　　　規格：・カテゴリ５Ｅ　　・カテゴリ６

　形式：　　・壁掛　　・自立（ＯＡ床高　　ｍｍ）

　冷却ファン：　　ｃｍ　　個以上

　通気口フィルタ：　・有　　・無

　接地極付コンセント：２Ｐ１５Ａ　　口以上

　収容内容

　電源ユニット：２Ｐ２Ｅ１００Ｖ　　Ａ　　ブレーカ数　　個

　接地極付ＯＡタップ：２Ｐ１５Ａ　　口以上×　　個

名　称 仕　　　　　　　様

　１）機器等

　　　ケーブル

　１．光ファイバ

　光ファイバコネクタ　　・単心（・ＳＣ　・ＭＵ　・ＦＣ　・ＬＣ　・　　　）

　・マルチモード　・シングルモード

　　　　　　　　　　　　・２芯（・ＭＵ　・ＬＣ　・ＭＴ－ＲＪ　・　　　　）

　耐熱性：　・有　・無

　３．試験測定 　光伝送損失測定　・有　・無

　　２．通信網設備

Ⅵ．屋　内　電　気　工　事

第３編　通信・情報設備工事

番号縮尺図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

－
－

特記仕様書２ 特-02

総数日付工事名称

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担　当
平成27年10月鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 ０３／２５

事

記



工業地域

第１種中高層住居専用地域

案内図　　　　noscale

至 津 玉垣駅

鈴鹿駅

至 四日市

至 四日市
鈴

鹿

駅

鈴  鹿
  バ

  イ
  パ

  ス

至 四日市

柳
駅

近
畿
日
本
鉄
道
鈴
鹿
線

国

道

号

線

若松駅

至 名古屋

千代崎駅

道 名
古 屋

線

鉄

富士電気

市

２

３

伊  勢  鉄  道

藤倉電線

市立
体育館

旭ケ丘

小学校

文

白子

中学
文

白子

高校

至 伊勢

文

白子駅

(鈴鹿高専下車駅)

近 畿 日 本

伊勢湾

Ｎ
ＵＨＦ

ＵＨＦ

冬季主風向

夏季主風向

バロー

鈴鹿医療科学大学

アピタ

鈴鹿工業高等専門学校

0 10 20 30 50 100M配置図　　　　　S=1/1000

S=1/1000

昭43.R1. 120 ㎡昭38.41.R1. 116 ㎡

(010)

昭 38.W1. 61 ㎡

(025)

(026)

昭47.B1. 30 ㎡

(041)

昭55.S1. 880 ㎡

昭44.S1. 291 ㎡

(023)

昭47.B1. 10 ㎡

(031)

車庫

民      家

員

弓道場

舎

宿

公園

職

第２体育館

柔道場

アピタ

野    球    場

昭38.W1.65 ㎡

(037)

昭39.40.W1 128 ㎡

(030)

昭47.R1.323㎡

昭61.S1.204 ㎡

(027)

(028)

プール

マルチメディア棟

2,447 ㎡

昭45.平12.R2

(024)

昭39.S1.

715 ㎡

(007)

昭43.S1.

(150)

プール

機械室

昭47

B1. 13 ㎡

プール便所 昭47.B1. 5 ㎡

陸上競技場（400mﾄﾗｯｸ)

(011)

昭52.B1. 25 ㎡

池

(008)

(003)

昭38.46.R3. 1,342 ㎡

第２青峰寮

(149)

青峰寮Ａ

平5.R5.

2,209 ㎡

(004)

(022)(005)

鹿の湯 鈴の湯

寮管理棟

昭38 R1. 226 ㎡

(021)

食堂

(034)

(020)

昭43.44.R4. 3,053 ㎡

第４青峰寮

(029)
(014)

昭40.

W2.543 ㎡

第１青峰寮

昭39.40.41.52 R3. 1,731 ㎡

材料

分析室
(146)

体育器具庫

(042)

青峰会館

昭56.R2

743 ㎡

自転車置場

(036)

体育更衣室

昭53.R1. 50 ㎡

(009)

体育器具庫

昭39.41

B1. 82 ㎡

(032)

昭40.R1. 1,485 ㎡

(013)

第１体育館

物品倉庫

仮 設

環境整備

昭40.W1. 131 ㎡

3.0

6.0

7.0

ボイラー室

(043)

昭57.S1.177㎡

鈴鹿医療科学大学（薬学部薬学科）

住宅地

剣道場

昭52.B1.12 ㎡

昭39.S1. 97 ㎡

(144)

自
転
車
置
場

Ｂポンプ室

昭43.S1. 580 ㎡

(038)

(040)

西廃水

処理施設
脱水焼却炉棟

西廃水処理施設

機械室

昭54.S1. 50 ㎡

昭54.R1. 25 ㎡

昭40.B1. 71 ㎡

化学科薬品庫

プール

女子更衣室

平12.R1. 25 ㎡

白

江

野

用

水

P(46台)

昭47.B1. 30 ㎡

クリエーションセンター

695 ㎡

昭42.S1. 539 ㎡

昭42.S1. 183 ㎡

自動二輪置場

プール教官室

仮駐車場

市立旭が丘小学校

（幼稚園）

住宅地

課外活動施設

P(8台)

8.0

R3. 1,350 ㎡

昭42.48

機械室

東廃水処理施設P(5台)

(016)

昭54.R1. 20 ㎡

昭40.42.R2. 2,117 ㎡
(012) 機械工学科

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

(039)

P(13台)

推進ｾﾝﾀｰ

共同研究

P(26台)

(151)

専攻

科棟

1,205 ㎡

平6

R4

住宅

住宅

守衛室棟

P(19台)

P(6台)

6.0

(001)

(002)

昭38.39.40.42.58.R3. 5,264 ㎡

3,339 ㎡

R4

平3.11

(019)

電
子
情
報

工

学

科

(148)

生物応用化学科・教室

(018)

(006)

昭42.B1.42 ㎡ (035)

材料工学科電気電子工学科

平1.S1.37 ㎡

女子便所

自転車置場

自
転
車
置
場

Aポンプ室

消火ポンプ

自
転
車
置
場

自転車置場自転車置場 自転車置場

自転車置場

(147)

自転車置場

昭39.R3. 1,735 ㎡

平22.S3. 48 ㎡

材料工学科薬品庫

Ｂヘッダー室

昭47.B1. 37 ㎡

倉庫Ａヘッダー

P(16台)

P(37台)

P(22台)

昭42.R3. 1,139 ㎡

昭38.R3. 1,754 ㎡

平27.S3. 48 ㎡

事務・教養棟

池

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

案内図・全体配置図 E-021000
1

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
０４／２５

事

記

既設建物

本工事建物

夏季主風向

冬季主風向

ＵＨＦ

Ｎ



３，８００

３，８００

３，８００

３，８００

EXP.J

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

３，６００

３，６００

３，６００

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

電子情報工学科棟（旧棟）　　　　　　　　　　　　　　　　（新棟）

生物応用化学科・教室棟４Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

(EPS)

(EPS)

(EPS)

(EPS)

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

Ｈ各情報

コンセント

ＳＨ ＳＰ

２Ｆ

１Ｆ

Ｈ

３，４００

４，０００

１Ｆ

クリエーションセンター

１，７００

５，３００ ＳＨ ＳＰ

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

ＳＨ

ＳＨ

Ｈ

Ｈ

ＳＰ

Ｈ

１Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

３，７５０

３，６００

３，６００

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

(EPS)

(EPS)

(EPS)

Ｈ各情報

コンセント

(便所内EPS)

電気電子工学科棟 材料工学科棟

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat5e)

マルチメディア棟

ＳＨＨ

各情報

コンセント

各情報

コンセント

×4

×8

１Ｆ

３，６００

３，９００

各情報

コンセント

２Ｆ

(ｾﾐﾅｰ室)

各情報

コンセント

機械工学科棟

ＳＰ

渡り廊下

寮管理棟

１Ｆ

３，３００

ＳＨ

ＳＰ

１Ｆ

第一体育館

ＳＰ

３，６００

３，５００

２Ｆ

ＳＨ

１Ｆ

Ｈ

Ｈ

ＳＨ
Ｈ

ＡＴＭ ＳＷ

３，４００
３，９００

共同研究推進センター

材料分析室

ＳＰ各情報

コンセント

１Ｆ

１Ｆ

１Ｆ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

１Ｆ

１Ｆ

１Ｆ

２，９００

２，９００

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

第４青峰寮

青峰寮Ａ

第１青峰寮

青峰会館

ＳＨ

ＳＨ

ＳＨ

ＳＨ

ＳＨ

ＳＨ

２，７００

２，７００

３，６００

２，７００

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ(UTPｹｰﾌﾞﾙ　Cat6)

ＧＩ６芯

ＧＩ４芯

ＧＩ４芯

ＧＩ４芯

ＳＨ ＳＰ３，６７０

３，７２０

３，７７００

３，８２０

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

ＧＩ６芯

専攻科棟

Ｈ
各情報

コンセント

Ｈ
各情報

コンセント

Ｈ
各情報

コンセント

Ｈ
各情報

コンセント

(EPS)

(EPS)

(EPS)

(EPS)

(AVﾙｰﾑ)
(創造工学演習室)

凡　　例

記　　号 名　　　　称

Ｈ

ＳＨ

ＡＴＭ ＳＷ

光ファィバケーブル

ツイストペアケーブル

光 成 端 箱ＳＰ

※点線は既設を示す

光ファィバコード

１０ＢＡＳＥ-Ｔ用 ＨＵＢ

スイッチングＨＵＢ

ＡＴＭスイッチ

１Ｆ

ＳＰ

第二体育館

７，８００ ＳＨ

(EPS)

(EPS)

(EPS)

事務・教養棟へ

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯 ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

ＳＨ

３，６００

３，６００

３，６００
ＳＰ

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

事務・教養棟

(廊下)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)
生物応用化学科棟より

渡り廊下

ＧＩ６芯

凡　　例

記　　号 名　　　　称

Ｈ

ＳＨ

ＡＴＭ ＳＷ

光ファィバケーブル

ツイストペアケーブル

光 成 端 箱（スプライスボックス）Ｓ　Ｐ

光ファィバコード

１０ＢＡＳＥ-Ｔ用 ＨＵＢ

スイッチングＨＵＢ

ＡＴＭスイッチ

※点線は残置を示す

ＳＨ ＳＰ

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

ＳＨ

３，６００

３，６００

３，６００
ＳＰ

３，８００

３，８００

３，８００

３，８００

寮管理棟

１Ｆ

３，３００

ＳＨ

１Ｆ

１Ｆ

１Ｆ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

１Ｆ

１Ｆ

１Ｆ

２，９００

２，９００

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

第４青峰寮

青峰寮Ａ

第１青峰寮

青峰会館

ＳＨ

ＳＨ

ＳＨ

ＳＨ

ＳＨ

ＳＨ

ＳＰ

２，７００

２，７００

３，６００

２，７００

ＧＩ６芯

ＧＩ４芯

ＧＩ４芯

ＧＩ４芯

ＧＩ６芯

ＧＩ２芯

ＧＩ４芯

EXP.J

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

Ｈ
各情報

コンセント

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat5)

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

１Ｆ

３，６００

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

３，６００

３，６００

３，６００

ＳＨ ＳＰ

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat5)

３，９００

渡り廊下

各情報

コンセント

２Ｆ

(ｾﾐﾅｰ室)

各情報

コンセント

(学科事務室)

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

ＳＨ ＳＰ

電子情報工学科棟（旧棟）　　　　　　　　　　　　　　　　（新棟）

生物応用化学科・教室棟

機械工学科棟

(会議室)

(ﾊﾟｿｺﾝ室)

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

事務・教養棟

(廊下)

４Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

(EPS)

(EPS)

(EPS)

(EPS)

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

(EPS)

(EPS)

(EPS)

Ｈ各情報

コンセント

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat5)

１Ｆ

Ｈ

Ｈ

ＳＨ
Ｈ

ＡＴＭ ＳＷ

３，４００
３，９００

３，６７０

３，７２０

３，７７００

３，８２０

共同研究推進センター

材料分析室

ＳＰ

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

ＧＩ６芯

専攻科棟

Ｈ
各情報

コンセント

Ｈ
各情報

コンセント

Ｈ
各情報

コンセント

Ｈ
各情報

コンセント

(EPS)

(EPS)

(EPS)

(EPS)

(AVﾙｰﾑ)
(創造工学演習室)

各情報

コンセント

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat5)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat5)

２Ｆ

１Ｆ

Ｈ

３，４００

４，０００

１Ｆ

クリエーションセンター

１，７００

５，３００ ＳＨ ＳＰ

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

ＳＨ

ＳＨ

Ｈ

Ｈ

ＳＰ

ＧＩ３２芯

ＧＩ８芯

Ｈ

１Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

３，７５０

３，６００

３，６００

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

(EPS)

(EPS)

(EPS)

Ｈ各情報

コンセント

(便所内EPS)

電気電子工学科棟 材料工学科棟

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat5e)

ＧＩ８芯

ＧＩ４芯

マルチメディア棟

ＳＨＨ

各情報

コンセント

各情報

コンセント

×4

×8

ＳＰ

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat5)

(ｻｰﾊﾞ室)

ＳＨ ＳＰ

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

コンセント

各情報

第２青峰寮(UTPｹｰﾌﾞﾙ　Cat5)

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ(UTPｹｰﾌﾞﾙ　Cat6)

ＧＩ３２芯

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

－
－

構内情報通信設備系統図（改修後）(改修前） E-03

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
０５／２５

構内情報通信設備系統図（改修前）

事

記

構内情報通信設備系統図（改修後）

(ｻｰﾊﾞ室)

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ６芯

ＧＩ２４芯

ＧＩ２４芯

ＳＰ

ＳＨ ＳＰ

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

各情報

コンセント

Ｈ
各情報

コンセント

(ﾊﾟｿｺﾝ室)

各情報

コンセント

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

第２青峰寮(UTPｹｰﾌﾞﾙ　Cat6)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)

ＳＨ

UTPｹｰﾌﾞﾙ(Cat6)



⑲

SP

ATMSP

SP

SP

SP
3階EPS

SP

4F創造工学演習室

SP
SP

SPSP1階EPS

②

③

④

⑥

SP

SP

⑦
SP

⑨

⑭

⑮
⑯

⑰

⑱

⑳ 21⑳
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1階事務室

1Fﾄｲﾚ前廊下

⑭

1FﾄｲﾚEPS内

⑲

2階ｾﾐﾅｰ室

SP
②

③

自転車置場 自転車置場 自転車置場

P(46台)

アピタ
民      家

仮 設 化学科薬品庫

中和槽 体育器具庫
体
育
器
具
庫

環境整備 弓道場

機械工学科棟

西廃水

処理施設

クリエーションセンター
焼
却
炉
棟

剣道場
柔道場

Ｂヘッダー室

自転車置場
材料工学科薬品庫

機械室
自
転
車
置
場

陸上競技場（400mﾄﾗｯｸ)

プール便所電気電子工学科棟 材料工学科棟
プール教官室

プール
機械室 プール

自
転
車
置
場

自転車置場

自
転
車
置
場

Aポンプ室倉庫 プール
Ａヘッダー室

女子更衣室自転車置場女子便所

体育更衣室

マルチメディア棟

電
子
情
報
工
学
科
棟

野    球    場

材料
分析室

青峰寮Ａ第４青峰寮
食堂

Ｂポンプ室
池

第１体育館

専攻科棟

第１青峰寮
イノベーション交流プラザ 寮管理棟

青峰会館

東廃水処理施設

鈴の湯池 鹿の湯

物品倉庫守衛室棟 車庫
自転車置場

自転車置場 機械室

第２体育館

学生部室

冬季主風向

Ｎ
ＶＨＦ
ＵＨＦ

夏季主風向

生物応用化学科・教室棟

⑧

⑪SP

⑫

3F EPS

⑨ 事務・教養棟

①

2Fｻｰﾊﾞｰ室内

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

構内通信線路図（改修後） E-04800
1

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
０６／２５

事

記

63W

既設管流用

21W

天井ｺﾛｶﾞｼ

⑤

既設ﾗｯｸ配線

既設ﾗｯｸ配線 天井ｺﾛｶﾞｼ

65W

屋上配線(太陽光架台に付いている既設Ｇ70管流用）
63W

既設(G54)竪管×2　流用

63W
63W

3F天井ｺﾛｶﾞｼ

63W

既設(G54)竪管　流用

1階EPS

SP
ﾗｯｸ上
ﾋﾟｯﾄ内

ﾗｯｸ上
ﾋﾟｯﾄ内

推
進
セ
ン
ター

共
同
研
究

ﾗｯｸ上
ﾋﾟｯﾄ内

EPS内にて立ち上げ

H.H 1,200*1,200*1,000
H.H 1,200*1,200*1,000

32W

既設(E51)流用

備 考

記号 幹 線 工 種 記号 幹 線 工 種

①

記号 幹 線 工 種

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～ｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～機械工学科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電気電子・材料工学科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟

光ファイバーケーブル内訳

記 号 備 考仕 様

※点線は既設を示す

　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ（仕様は図示による）

ＳＰ 　光ﾌｧｲﾊﾞｰ接続箱

　土間部掘削埋め戻し

　ｱｽﾌｧﾙﾄ部掘削埋め戻し

★ 　壁貫通

　既設配管流用

　ﾗｯｸ上配線

※ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽｻｲｽﾞは下記による(但し、W付きはSUS製・防水型とする）

21･･SS 200*200*100　32･･SS 300*300*200　43･･SS 400*400*300　54･･SS 500*500*400

凡 例

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ

型 式

材 質

コ ア 径 ５０μｍ

石英ガラス

マルチモード　GI型

伝 送 損 失 3.0dB/km以下／1.0dBkm以下

1500MHz/km以上伝 送 帯 域

規 格 ＯＭ３

備 考

型 式

材 質

コ ア 径 ５０μｍ

石英ガラス

マルチモード　GI型

伝 送 損 失

伝 送 帯 域

規 格

光ﾌｧｲﾊﾞｰ仕様（参考）伝送距離300ｍまで

光ﾌｧｲﾊﾞｰ仕様（参考）伝送距離300ｍ以上

3.0dB/km以下／1.0dBkm以下

3500MHz/km以上

ＯＭ４

　ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

ATM 　ATMｽｲｯﾁ

土掘削埋戻要領図

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(密粒度13)
埋設標示ｼｰﾄﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ(PK-3)

5
0

RC-40(再生砕石)1
5
0

埋設標示ｼｰﾄ

3
0
0

6
00

掘削土再利用掘削土再利用

山砂10
0

山砂1
0
0

ＤＤ

1
0
0

1
0
0

Ｄ200 200Ｄ200 200

ｱｽﾌｧﾙﾄ部土掘削埋戻し要領図 土掘削埋戻し要領図

EM-GI-24C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

外部：防水仕様

外部：防水仕様10ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ対応

10ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ対応

②  既設埋設配管(FEP50)

③  既設埋設配管(FEP50)

④  EPS内 既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

⑤  既設ﾗｯｸ上

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～ｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～機械工学科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電気電子・材料工学科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電気電子・材料工学科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～機械工学科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

EM-GI-24C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～青峰会館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２青峰寮

 FEP100敷設

 FEP100敷設

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

EM-GI-24C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

EM-GI-24C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

 既設ﾗｯｸ上　天井内

 既設ﾗｯｸ上　渡り廊下

 既設配管(FEP50) 埋設部

 既設配管(G54) 用水路渡り

 既設配管(FEP50) 埋設部

 既設配管(G54) 用水路渡り

⑦

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

EM-GI-24C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～青峰会館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２青峰寮

⑥  FEP65敷設

 FEP65敷設

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

(G54)竪管　敷設

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

⑩

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟  G54敷設

 既設配管(G70)　屋上露出

 既設配管(G70)　屋上露出

 既設配管(G70)　屋上露出

⑬

⑭ EM-GI-24C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～材料分析室

⑮

⑯ EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～材料分析室

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～専攻科棟

⑰

⑱

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～専攻科棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～専攻科棟

⑲ FEP40敷設

⑬

EM-GI-24C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

EM-GI-24C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

 既設ﾗｯｸ上　ﾋﾟｯﾄ内

 既設ﾗｯｸ上　ﾋﾟｯﾄ内

 FEP65敷設

 FEP65敷設

 FEP40敷設

 FEP50敷設

 FEP40敷設

21

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～青峰会館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２青峰寮

⑳  FEP100敷設

FEP40敷設

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第１体育館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２体育館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２体育館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２体育館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第１体育館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第１体育館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第１体育館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～青峰会館

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ
22 FEP80敷設

23

23 EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～青峰会館 FEP40敷設

24

1F
天井ｺﾛｶﾞｼ

1階ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室

33W

24

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２青峰寮

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２青峰寮

FEP65敷設

25

既設配管(G54)

ﾋﾟｯﾄ内

25 FEP40敷設

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

26

27

26

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟

 FEP50敷設

27

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟

54W

28

1階EPS

第２青峰寮
ﾋﾟｯﾄ内
既設配管(G54)

28

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２青峰寮

EM-GI-6C　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～第２青峰寮

 FEP40敷設

 FEP40敷設

構内通信線路図（改修後）　S=1/800
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※A3版の場合は50％縮尺とする

E-05情報通信設備　マルチメディア棟　（改修後）
200

1

０７／２５
担　当施設係長課長補佐事務部長 総務課長

平成27年10月鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 工事名称 総数日付

事

記

H
U
B

H=2,850

サーバー室

C

C C C C C C C

CCCCCCC

C C C C C C

C C C C C C

ロ

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=200

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×8(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～機械工学科棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～生物応用化学科・教室棟

ハ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　 　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～電子情報工学科棟

ニ 光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～事務・教養棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～第一体育館

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　  　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～青峰会館

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　 　 　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C 　　　　 　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～寮管理棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　  　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～第２青峰寮

　　　　　　　　　　　 （G82管路内)
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～電気電子・材料工学科棟
　　　　　　　　　　　 （G82管路内)

ニ

ハ

（G82×2)

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×1(既設ﾀﾞｸﾄ)

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×1(天井ｺﾛｶﾞｼ)

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×1(天井ｺﾛｶﾞｼ)

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×1(天井ｺﾛｶﾞｼ)

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×1(天井ｺﾛｶﾞｼ)

以降、構内通信線路図(E-04)参照

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×2(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)

C

C

C

C C

C C C

配線ﾀﾞｸﾄ

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×1(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)

C

U

(MMA)

C

U

(MMA)

C
(MMA)

H
U
B

U

C

C

C C

C

C C
U U

C

C

C
U

イ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～機械工学科棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～電気電子・材料工学科棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～生物応用化学科・教室棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～電子情報工学科棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～事務・教養棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～第一体育館

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～青峰会館

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～寮管理棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～第２青峰寮

ロ EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×5(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ﾏﾙﾁ1F系統

ハ

ニ

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×15(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟系統

余長5m程度確保すること

イ

既設配線ﾀﾞｸﾄ W=200

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ 既設配線ﾀﾞｸﾄ W=200

ロ

光成端箱(SPB)ﾗｯｸ（情報用）

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×8本

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W=200

型 式

材 質

コ ア 径 ５０μｍ

石英ガラス

マルチモード　GI型

伝 送 損 失 3.0dB/km以下／1.0dBkm以下

1500MHz/km以上伝 送 帯 域

規 格 ＯＭ３

備 考 10ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ対応

型 式

材 質

コ ア 径 ５０μｍ

石英ガラス

マルチモード　GI型

伝 送 損 失

伝 送 帯 域

規 格

備 考

光ﾌｧｲﾊﾞｰ仕様（参考）伝送距離300ｍまで

光ﾌｧｲﾊﾞｰ仕様（参考）伝送距離300ｍ以上

3.0dB/km以下／1.0dBkm以下

3500MHz/km以上

ＯＭ４

10ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ対応

CH=300

C
H=300

資料室
OAﾌﾛｱサーバー室

＋１００

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×8本

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ

既設配線ﾀﾞｸﾄ W=200

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ

CH=300

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=200

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×7本

C

C

C

C

C C C

C

C C C

C
U

既設配線ﾀﾞｸﾄ W=200

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×3

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×4

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×3

既設配線ﾀﾞｸﾄ W=200

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×3

C

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ

既設配線ﾀﾞｸﾄ W=200

U

C

C

C

(MMA)

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

（情報通信設備）

Ｈ

Ｈ

Ｈ

　　　７．無線ＬＡＮ設置予定箇所は、天井内の配線予長を３０ｍとする。
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※A3版の場合は50％縮尺とする

情報通信設備　クリエーションセンター　（改修後） E-06
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【休憩ルーム】男子便所 女子便所

メンテナンス
ゾーン

創造教育・多目的・課外活動スペース
材料工学実験室【創造活動実践教育エリア】

【マテリアル創製実験室】
ＥＰＳ 前室

実習用
前室

(ガス炉)
ＬＰボンベ庫

階段Ｂ多目的便所 倉庫１

廊  下

鋳造スペース
【鋳造エリア】

廊  下 ＮＣ機器室
【ＮＣ工作ルーム】

設計ショップ
【ＮＣプログラミングルーム】エントランスホール 機材及び保管スペース ガス炉

【機材及び保管室】

階段Ｃ
階段Ａ

倉庫２

ボイラー室工作ショップ
休憩室【機械工作エリア】 溶接実習室

【溶接エリア】

便所

事務室

ピット

酸素アセチレンガス
　　ボンベ置場

ホイスト用レール

ホイスト用レール

トップライト トップライト トップライト
トップライト

トップライト

トップライト

Ｒ

※Ｅ

500×500×200
P.BOX SUS WP

既設H.H

既設H.H

※Ａ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（既設配管）

既設H.H～既設H.Hへ

共同溝内P.BOX経由 マルチメディア棟へ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ  EM-GI-6C（既設配管）

※Ａ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（既設F・FEP80φ）

既設H.H ～ P.BOX

※Ｅ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-CI-6C（PF28)天井内
P.BOX ～ LANCAB

8490 3830 34000 14320

8000 6320

Ｒ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

★

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

クリエーションセンター１階平面図（改修後）　S=1/100

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

（情報通信設備）

　　　７．無線ＬＡＮ設置予定箇所（クラスルーム）は、天井内の配線予長を３０ｍとする。

以降、構内通信線路図（Ｅ－０４）参照

冬季主風向

Ｎ

夏季主風向
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生物応用化学科・教室棟２階平面図　S=1/200　(改修後）
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光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟

（既設配管G70）
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟
（既設配管G54）

　空配管（G54)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ　

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ
（既設配管G70）

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　（既設配管G54)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟
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１Ｍクラスルーム １Ｅクラスルーム １Ｉクラスルーム

外国語第6教員研究室

理科第5教員研究室

１Ｃクラスルーム

女子更衣室

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

(既設配管G54)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～生物応用化学科・教室棟
(既設配管G70)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

７６

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(G54)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(G54)

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～事務・教養棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(G54) P.BOX600*600*300 P.BOX600*600*300

P.BOX600*600*300

P.BOX600*600*300P.BOX600*600*300

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

E-07情報通信設備　生物応用化学科・教室棟　（改修後）
200

1

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
０９／２５

事

記

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（情報通信設備）

冬季主風向

Ｎ

夏季主風向

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

　　　７．無線ＬＡＮ設置予定箇所（クラスルーム）は、天井内の配線予長を３０ｍとする。

備　　　考

備　　　考

無線LAN用 無線LAN用 無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用 無線LAN用 無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用無線LAN用無線LAN用

無線LAN用 無線LAN用
無線LAN用 無線LAN用

無線LAN用無線LAN用

無線LAN用 無線LAN用

無線LAN用無線LAN用

第１合併講義室

第２合併講義室

生物応用化学科・教室棟Ｒ階平面図　S=1/200　(改修後）

※廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

※廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

生物応用化学科・教室棟１階平面図　S=1/200　(改修後）

※廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。



廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

専攻科棟３階平面図　S=1/150　(改修後）

廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

専攻科棟４階平面図　S=1/150　(改修後）

Ｎ

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

共同研究推進センター１階平面図　S=1/200　(改修後）

開発室2
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床下ピット内配線

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸW300
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回路試作室

管理室
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1,300 2,000 2,500

H=300

H=300

H=300

SPSH

玄関

材料分析室１階平面図　S=1/200　(改修後）

電顕室

第２材料研究室

玄関

第１材料研究室
WC

ＴＥＭ室

透過電子顕微鏡

ﾎﾞﾝﾍﾞ室
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C
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玄関

器具庫

廊下

更衣室

体育室

男子

便所

女子

便所

32W

SP

★

★

更衣室
男子

女子

ピット内配管配線

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（VE36）

第２体育館１階平面図　S=1/150　(改修後）

冬季主風向

夏季主風向

マルチメディア棟より
以降、構内通信線路図(E-04)参照

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（FEP40）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（VE36）

2
8
5

2
,
6
8
5

4
,
1
3
8

6
,
8
0
0

6
,
8
2
3

2
8
5

2
1
,
0
1
5

6,900 1,800 5,900

14,600

6,900 1,800 5,900

14,600

2
,
6
8
5

4
,
1
3
8

6
,
8
0
0

6
,
8
2
3

2
8
5

2
1
,
0
1
5

画像装置用

吹抜

応用物質工学

第１実験室

応用物質工学

第２実験室

HUB

E.P.S

クラスルーム
２Ｂ

クラスルーム
２Ｄ

P.S

分析実験室

ＳＰ

研究室

第３教員

第２教員

研究室

研究室

第１教員

E.P.S
HUB

創造工学演習室

ﾌﾘｰｱｸｾｽ内ころがし

ＳＨ

4
,
5
0
0

1
4
,
1
0
0

5,650

4,250

5,6005,6005,600

33,600

5,6005,6005,600

1,400

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

2
4
,
0
0
0

2
8
5

パソコンへ接続

C

CC

C

C

C

C

C

C

C

C

以降、構内通信線路図(E-04)参照
光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C

マルチメディア棟より

以降、構内通信線路図(E-04)参照

光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-24C

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×2

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×3

以降、構内通信線路図
(E-04)参照

材料分析室、専攻科棟及び第２体育館へ
光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C×3

SP及びSHは、EPS内

光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C
EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×4

光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C
EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×4

画像装置用
パソコンへ接続

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×3
光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C

廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

専攻科棟１階平面図　S=1/150　(改修後）

廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

専攻科棟２階平面図　S=1/150　(改修後）

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

（情報通信設備）
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画像装置用

ラウンジ

玄関ホール

応用工学

実験室

6103

研究室

第４教員HUB

E.P.S

吹抜

電子機械工学

第１実験室

電子機械工学

第２実験室

HUB

クラスルーム
１Ｂ

E.P.S

クラスルーム
１Ｄ

パソコンへ接続

画像装置用
パソコンへ接続

C

C

C C

C

C

C

C

C

★

床下ピット内配線

　　　７．無線ＬＡＮ設置予定箇所（クラスルーム）は、天井内の配線予長を３０ｍとする。

マルチメディア棟より
以降、構内通信線路図(E-04)参照

光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C

光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C

光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ

EM-GI-6C

光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C
EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×1

光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C

EM-UTP(CAT6)ｹｰﾌﾞﾙ×2

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

E-08
情報通信設備　共同研究推進センター・材料分析室

第２体育館・専攻科棟　（改修後）
1/150

1/200

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１０／２５

事

記



縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

情報通信設備　電子情報工学科棟　（改修後） E-09
1

200

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１１／２５

事

記

冬季主風向

Ｎ

夏季主風向

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

（情報通信設備）
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電子情報工学科棟１階平面図　S=1/200　(改修後） 電子情報工学科棟２階平面図　S=1/200　(改修後） 電子情報工学科棟３階平面図　S=1/200　(改修後） 電子情報工学科棟４階平面図　S=1/200　(改修後）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟
（既設配管G54）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟
（F-FEP65）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～電子情報工学科棟
（地下ﾋﾟｯﾄﾗｯｸ上）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C　　　　　　　　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ
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ＳＨ

UTP-0.5-4C(CAT6)×5

UTP-0.5-4C(CAT6)×2

UTP-0.5-4C(CAT6)×5

UTP-0.5-4C(CAT6)×2

UTP-0.5-4C(CAT6)×4

UTP-0.5-4C(CAT6)×6

UTP-0.5-4C(CAT6)×3

UTP-0.5-4C(CAT6)×7

UTP-0.5-4C(CAT6)×8

工作室

５３０６

UTP-0.5-4C(CAT6)×2

C

UTP-0.5-4C(CAT6)×5

UTP-0.5-4C(CAT6)×16

５３１０

４Ｃクラスルーム

５３０７

５Ｃクラスルーム

UTP-0.5-4C(CAT6)×2

UTP-0.5-4C(CAT6)×3

５２１０

３Ｉクラスルーム

４Ｉクラスルーム

５２０９

５Ｉクラスルーム

５２０６

５１１０

３Ｃクラスルーム

３Ｅクラスルーム

５１０９

５１０８

４Ｅクラスルーム

５１０６

５Ｅクラスルーム

廊下

空配管　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ　

廊下

UTP-0.5-4C(CAT6)×3

UTP-0.5-4C(CAT6)×5

玄関ホール

　　　７．無線ＬＡＮ設置予定箇所（クラスルーム）は、天井内の配線予長を３０ｍとする。

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-24C(地下ﾋﾟｯﾄﾗｯｸ上)ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

無線LAN用

※廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。 ※廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。 ※廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。 ※廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。
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廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

電気電子工学科材料工学科棟３階平面図　S=1/200　(改修後）
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廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

電気電子工学科材料工学科棟１階平面図　S=1/200　(改修後）

電気電子工学科材料工学科棟
及び機械工学科棟

構内通信線路図(E-04)参照
以降、

マルチメディア棟より

以降、構内通信線路図(E-04)参照
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C
マルチメディア棟～機械工学科棟

ＥＭ－ＧＩ－６Ｃ

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　　　７．クラスルーム等、無線ＬＡＮ設置予定箇所は、天井内の配線予長を３０ｍとする。

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

（情報通信設備）

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

E-101/200

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１２／２５

事

記

情報通信設備　電気電子工学科・材料工学科棟（改修後）
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EM-UTP0.5-4P 情報　静養室

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

Ｒ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

C
H=1000

C

C

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（ﾋﾟｯﾄ内ﾗｯｸ上)

マルチメディア棟より

第 １ 体 育 館 １ 階 平 面 図 　 S=1/200（ 改 修 後 ）

EM-EEF2.0-3C(MMB)
2口

Ｒ

光ｺﾈｸﾀｰ×1本

電源(ｺﾝｾﾝﾄ2個)

SH(ｽｲﾁｲﾝﾌﾞﾊﾌﾞ)別途

SP(光成端箱)内臓

HUB収納BOX（新設)

EM-UTP0.5-4P CAT6 情報(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)　静養室

EM-UTP0.5-4P CAT6(G42)

EM-UTP0.5-4P CAT6(MMA)

EM-UTP0.5-4P CAT6(天井ｺﾛｶﾞｼ)

EM-UTP0.5-4P CAT6(天井ｺﾛｶﾞｼ)

EM-UTP0.5-4P CAT6

配線のみ入れ替え

EM-UTP0.5-4P CAT6(天井ｺﾛｶﾞｼ)

EM-UTP0.5-4P CAT6(MMA)

第 ２ 青 峰 寮 １ 階 平 面 図 　 S=1/200（ 改 修 後 ）

第 ２ 青 峰 寮 ピ ッ ト 内 平 面 図 　 S=1/200（ 改 修 後 ）
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光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C（天井ｺﾛｶﾞｼ）ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟
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寮事務室

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（天井ｺﾛｶﾞｼ)

W33

寮管理棟へ

以降、構内通信線路図(E-04)参照

以降、構内通信線路図(E-04)参照

以降、構内通信線路図(E-04)参照

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟より

UTP-0.5-4C(CAT6)×天井ｺﾛｶﾞｼ

C

C
UTP-0.5-4C(CAT6)×天井ｺﾛｶﾞｼ

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟へ

以降、構内通信線路図(E-04)参照

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

E-11
1

200

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１３／２５

事

記

青 峰 会 館 １ 階 平 面 図 　 S=1/200（ 改 修 後 ）

寮 管 理 棟 １ 階 平 面 図 　 S=1/200（ 改 修 後 ）
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ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ３階平面図　S=1/200（改修後）

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟より

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（既設FEP50)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（既設G54)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C（EPS内ﾗｯｸ上）

多目的学習室（２） 多目的学習室（３）

EM-UTP 0.5-4P CAT6（天井ｺﾛｶﾞｼ）

(MMB)(MMB)

EM-UTP 0.5-4P CAT6×2（EPS内ﾗｯｸ上）１階機器情報収納盤

EM-UTP 0.5-4P CAT6×2（EPS内ﾗｯｸ上）１階機器情報収納盤

EM-UTP 0.5-4P CAT6×2（EPS内ﾗｯｸ上）１階機器情報収納盤

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ２階平面図　S=1/200（改修後）

EM-UTP 0.5-4P CAT6×2（EPS内ﾗｯｸ上）

以降、構内通信線路図(E-04)参照

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ１階平面図　S=1/200（改修後）

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（情報通信設備）

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

　　　７．無線ＬＡＮ設置予定箇所（クラスルーム）は、天井内の配線予長を３０ｍとする。

備　　　考

備　　　考

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（FEP40)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（FEP40)

無線LAN用 無線LAN用

情報通信設備　第１体育館・青峰会館

　　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ・寮管理棟・第２青峰寮（改修後）

廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。 廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。

廊下壁は、防火上主要間仕切り壁である。
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冬季主風向

夏季主風向
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(1)

個体力学
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(2) 材料保証学実験室伝熱工学実験室熱工学実験室 第２共有実験室 機械力学実験室

機械制御

工学実験室

知能機械
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便所
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女子

セミナ

ー室
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UUU

外廊下既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸW:300

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸW:300

9
,
0
0
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9
,
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機械工学科棟２階平面図　S=1/150　(改修後）

機械工学科棟１階平面図　S=1/150　(改修後）

ＨＵＢ盤

ＳＰ

ＳＰボックス
ＨＵＢ盤内

U U U

EM-GI-6C（G28)

既設配管利用（E51） 既設配管利用 既設配管利用 既設配管利用

EM-GI-6C(E51)既設配管

電気電子工学科材料工学科棟より
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C

以降、構内通信線路図(E-04)参照

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

（情報通信設備）

　　　７．無線ＬＡＮ設置予定箇所（クラスルーム）は、天井内の配線予長を３０ｍとする。

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

情報通信設備　機械工学科棟（改修後） 1/150 E-12

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１４／２５

事

記



Ｎ
冬季主風向

夏季主風向
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事務･教養棟棟１階平面図　S=1/100　(改修後）
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SS
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SS

UP

廊下
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ホ－ル

ＰＳ

EPS

総務課

資料保管庫

給湯室

WC(M)

WC(L)

学生課 倉庫１ 学生相談室２

倉庫３

倉庫２

保健室

学生相談室1

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C(既設ラック)

マルチメディア棟より
以降、構内通信線路図(E-04)参照

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C(既設天井内ラック)

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　　　６．各ＨＵＢへの配線予長は２ｍとする。

　　　５．特記なき場合情報コンセントの高さは、FL+900とする。

　　　４．部屋内の情報コンセントまでの配線保護は、メタルモールとする。

　　　３．　　　　　は耐火上主要な間仕切り壁を示す。

　　　２．　　　　　（点線）は既設を示す。

UTP(CAT6)x1(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

UTP(CAT6)x1(天井ころがし)

UTP(CAT6)x1(管路内）

UTP(CAT6)x1(ＯＡころがし)
U

U

U
情報伝送

U

（注）１．特記なき配管配線は下記による．（ケーブル・電線は全てＥＭケーブルとする。）

（情報通信設備）

　　　７．無線ＬＡＮ設置予定箇所（クラスルーム）は、天井内の配線予長を３０ｍとする。

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

E-13情報通信設備　事務・教養棟（改修後） 1/100

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１５／２５

事

記
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ﾏﾙﾁ～共同研究推進ｾﾝﾀｰ
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EM-GI-1000BASE-SX･LX-2C(FEP50)埋設 寮管理棟～青峰会館

EM-GI-1000BASE-SX･LX-6C(FEP50)埋設 ﾏﾙﾁ～寮管理棟

EM-GI-4C(FEP50)埋設 寮管理棟～ｲﾉﾍﾞ

EM-GI-1000BASE-SX･LX-6C(FEP80)埋設 ﾏﾙﾁ～寮管理棟

EM-GI-1000BASE-SX･LX-2C(FEP50)埋設 寮管理棟～青峰会館

EM-GI-1000BASE-SX･LX-6C(FEP50)埋設 ﾏﾙﾁ～寮管理棟

GI-4C 　　　  　　50/125  寮管理棟～A寮
GI-4C　　　　 　　50/125  寮管理棟～1寮

GI-4C(FEP50)埋設 50/125  寮管理棟～1寮

EM-GI-1000BASE-SX･LX-2C　　　　埋設 寮管理棟～青峰会館
(FEP50)

EM-GI-4C　　　　　　　　　　　 埋設 寮管理棟～ｲﾉﾍﾞ

EM-GI-1000BASE-SX･LX-6C(FEP50)埋設 ﾏﾙﾁ～寮管理棟

GI-4C(FEP50) 50/125 埋設 寮管理棟～4寮

(FEP50)埋設GI-4C 　　　  　　50/125  寮管理棟～A寮
GI-4C　　　　 　　50/125  寮管理棟～1寮

GI-4C(PF28) 50/125 ﾋﾟｯﾄ内 寮管理棟～4寮

GI-4C(PF28) 50/125 ﾋﾟｯﾄ内 寮管理棟～A寮

EM-GI-6C(FEP30)埋設 寮管理棟～2寮

EM-GI-1000BASE-SX･LX-2C　　　　　寮管理棟～青峰会館
(G36)架空EM-GI-4C　　　　　　　　　　　　 寮管理棟～ｲﾉﾍﾞ

EM-GI-6C(FEP30)埋設  寮管理棟～2寮

(FEP50)埋設
GI-4C　　　　　　 50/125  寮管理棟～4寮

EEM-1C-20SM(F-FEP50) 守衛～ﾏﾙﾁ

EM-SM-4C(F-FEP50) 守衛～ﾏﾙﾁ

21W

63W 63W

63W

63W

ﾋﾟｯﾄ内
ﾗｯｸ上

GI-6C(ﾗｯｸ上) 共研ｾﾝﾀｰ～専攻科棟(EPSより4Fへ)

GI-6C(FEP50)埋設 共研ｾﾝﾀｰ～専攻科棟

21W

EM-GI-4C(E51)共研ｾﾝﾀ～M科棟

EM-GI-1000BASE-SX･LX-8C×2(FEP50)ﾏﾙﾁ～E科棟

EM-32GIT-E-WB-FR(FEP50) ﾏﾙﾁ～共研ｾﾝﾀｰ

EM-GI-1000BASE-SX･LX-6C(FEP50) ﾏﾙﾁ～寮管理棟

EM-GI-32C T-E-WB-FR(G54屋上配線)

EM-SM-4C(F-FEP50) 守衛～ﾏﾙﾁ

EM-1C-20SM(F-FEP50) 守衛～ﾏﾙﾁ

　GI-6C(ﾗｯｸ上)ﾋﾟｯﾄ内 共研ｾﾝﾀｰ～電子情報

　GI-6C(ﾗｯｸ上)ﾋﾟｯﾄ内 共研ｾﾝﾀｰ～管理棟

　GI-6C(ﾗｯｸ上)ﾋﾟｯﾄ内 共研ｾﾝﾀｰ～生物・教室棟

　EM-GI-32C T-E-WB-FR(ﾗｯｸ上)ﾋﾟｯﾄ内 ﾏﾙﾁ～共研ｾﾝﾀｰ

　EM-GI-32C T-E-WB-FR(FEP80)埋設 ﾏﾙﾁ～共研ｾﾝﾀｰ

　EM-GI-4C　　　　　　　ﾏﾙﾁ～M科棟

　GI-6C　　　　　　　　 共研ｾﾝﾀｰ～生物・教室棟

　GI-6C　　　　　　　　 共研ｾﾝﾀｰ～電子情報
(FEP80)埋設

　GI-6C　　　　　　　　 共研ｾﾝﾀｰ～管理棟

GI-6C(EPS内ﾗｯｸ上) 共研ｾﾝﾀｰ～電子情報(4階会議室へ(学科事務横))

ﾗｯｸ上
ﾋﾟｯﾄ内

ﾗｯｸ上

GI-6C(FEP50)埋設 共研ｾﾝﾀｰ～管理棟

GI-6C ﾗｯｸ上 共研ｾﾝﾀｰ～管理棟

63W 63W

　GI-6C(ﾗｯｸ上) 共研ｾﾝﾀｰ～生物・教室棟
GI-6C(EPS内ﾗｯｸ上)共研ｾﾝﾀｰ～生物棟(3階へ)

　GI-6C(ﾗｯｸ上) 共研ｾﾝﾀ～M科棟

　GI-6C(ﾗｯｸ上) 共研ｾﾝﾀ～M科棟

　GI-4C(ﾗｯｸ上)ﾋﾟｯﾄ内 共研ｾﾝﾀｰ～M科棟

EM-GI-4C(ﾗｯｸ上)共研ｾﾝﾀ～M科棟

EM-GI-1000BASE-SX･LX-4C(FEP50)　ﾏﾙﾁ～ｸﾘｴｰｼｮﾝ

ﾋﾟｯﾄ内

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線
ｺﾛｶﾞｼ

ｺﾛｶﾞｼ

EM-GI-1000BASE-SX･LX-8C×2(FEP50)埋設ﾏﾙﾁ～E科棟

EM-GI-32C T-E-WB-FR(FEP50)埋設 ﾏﾙﾁ～共研ｾﾝﾀｰ

EM-GI-1000BASE-SX･LX-6C(FEP50)埋設 ﾏﾙﾁ～寮管理棟

21W 21W 21W

EM-GI-1000BASE-SX･LX-4C(FEP50)　ﾏﾙﾁ～ｸﾘｴｰｼｮﾝ

記 号 備 考仕 様

※点線は既設を示す

　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ（仕様は図示による）

ＳＰ 　光ﾌｧｲﾊﾞｰ接続箱

　ﾗｯｸ上配線

※ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽｻｲｽﾞは下記による(但し、W付きはSUS製・防水型とする）

21･･SS 200*200*100　32･･SS 300*300*200　43･･SS 400*400*300　54･･SS 500*500*400

凡 例

　ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

ATM 　ATMｽｲｯﾁ

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

E-14
1

800
構内通信線路図（改修前）

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１６／２５

事

記

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ

構内通信線路図（改修前）　S=1/800

※光ファイバーケーブルについては撤去可能な部分は全て撤去とする。

但し、既存を生かしながらの工事となるため撤去自体は切替後に行うこと。
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配線ﾀﾞｸﾄ W=200

U

U

U

U

U

U

U

UU

（注）１．情報処理演習室(3)及びﾃﾞｰﾀｰ処理室，資料室については各情報ｺﾝｾﾝﾄからの

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=200　通信

EM-UTP(CAT5)4Pｹｰﾌﾞﾙ(ｺﾈｸﾀｰ付)を15m程床下に確保の事。

※Ａ

※Ａ

U

H=300

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×4本

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ

U

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×3本

C
U
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屋外階段

サーバー室

ＬＬ教室ライトコート

＋４００－５００
階段

（別途工事）

閲覧室（Ｍ２Ｆ）

（別途工事）花ダン 資料庫
＋１５５０

花ダン

コントロール室

＋７２０
ＥＰＳ

視聴覚室

ＰＳ器材室
廊下 ＋４００

＋５００

＋４００

＋７２０ ＋５００

ライトコート

－５００
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閲覧室（中２階）

花ダン
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図書館主事室
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閲覧室

＋５５０ホール

＋５００

＋５００ ＋５５０

閉架書庫

－１６５０
風除室

進学就職コーナー

＋５００
玄関ポーチ

花ダン

－５０

－５０

花ダン

（既設のまま）

－６００スロープ（勾配１／１５）
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EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×7(床打込PF22×3))　情報
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H=2,850

C

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×7(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　情報

C

C

C

C

C

C

C

U

U

UU
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U
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C
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C
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C
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EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×5(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　情報

HUB

U

OAﾌﾛｱ

OAﾌﾛｱ

OAﾌﾛｱ

Ｈ

Ｃ

×3(既設PF28)

EM-UTP(CAT5e)4P(ﾀﾞｸﾄ内)

EM-UTP(CAT5e)4P(PF16)

EM-UTP(CAT5e)4P

EM-UTP(CAT5e)4P×2(既設PF28)

EM-UTP(CAT5e)4P(既設PF28)

EM-UTP(CAT5e)4P(MMA)

EM-UTP(CAT5e)4P×2(MMB)

EM-UTP(CAT5e)4P×4(MMC)

EM-UTP(CAT5e)4P×6(MMC)

EM-UTP(CAT5e)4P×22(既設ﾀﾞｸﾄ内)EM-UTP(CAT5e)4P×16(既設ﾀﾞｸﾄ内)EM-UTP(CAT5e)4P×10(既設ﾀﾞｸﾄ内)EM-UTP(CAT5e)4P×4(既設ﾀﾞｸﾄ内)

C

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ

サーバー室

＋１００

OAﾌﾛｱ

C

U

15m床下に確保

H=300
配線ﾀﾞｸﾄ W=200

ﾗｯｸ（情報用）

（撤去）

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×4本
（撤去）

（撤去）

配線ﾀﾞｸﾄ W=200

C

H=300

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W=200　通信

（撤去）

HUB
U

U

配線ﾀﾞｸﾄ W=200

※この部屋についてはOAｺﾝｾﾝﾄ及び

　ｹｰﾌﾞﾙのみ全て撤去とする。

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ

（撤去）

配線ﾀﾞｸﾄ W=200

HUB

データ処理室

＋１００

OAﾌﾛｱ

※この部屋については

　のみ全て撤去とする。

（撤去）

※この部屋については

　のみ全て撤去とする。

　OAｺﾝｾﾝﾄ及びHUBは

既設流用

撤去

C C C C C C C

CCCCCCC

C C C C C C C

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=200　通信

（撤去）EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×6(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　情報

（撤去）

※この部屋についてはOAｺﾝｾﾝﾄ及び

　ｹｰﾌﾞﾙのみ全て撤去とする。

（撤去）

撤去

　壁面ｺﾝｾﾝﾄにｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付、

　ｹｰﾌﾞﾙのみ全て撤去とする。

この中のケーブルはCat5eのため既設残しOAコンセント既設残し、ケーブル撤去

(既設残し)
(ｹｰﾌﾞﾙのみ撤去、壁ｺﾝｾﾝﾄ既設残し）

(ｹｰﾌﾞﾙのみ撤去、壁ｺﾝｾﾝﾄ既設残し）

（既設残し）

（既設残し）

（既設残し）

（既設残し）

（既設残し）

(ｹｰﾌﾞﾙのみ撤去、壁ｺﾝｾﾝﾄ既設残し）

　壁面ｺﾝｾﾝﾄ、HUBは既設残しとし、
（既設残し）

（既設残し）

（既設残し）

(ｹｰﾌﾞﾙのみ撤去、壁ｺﾝｾﾝﾄ既設残し）

　壁面ｺﾝｾﾝﾄ及びHUBは
　既設残しとし、ｹｰﾌﾞﾙ

配線ﾀﾞｸﾄ W=200
（既設残し）

　既設残しとし、ｹｰﾌﾞﾙ

（既設残し）

ダクトのみ既設残し、他全て撤去

※この部屋についてはOAｺﾝｾﾝﾄ及び
　HUBは既設残しとし、

OAﾌﾛｱ

※この部屋については
　OAｺﾝｾﾝﾄ及び壁面ｺﾝｾﾝﾄ、
　HUBは既設残しとし、
　ケーブルのみ全て撤去
　する。

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

C

C

C

＋５００

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

ロ EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×8(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ﾏﾙﾁ1F系統

イ 光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光 ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～寮管理棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C×1(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

撤去

ロ EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×8(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ﾏﾙﾁ1F系統

イ

撤去

ロ

イ

ロ

イ

以降外線図参照

イ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C×2(通信ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上敷設)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～電気電子・材料工学科棟

R

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C(既設管路)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(既設管路)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～寮管理棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C×2(既設管路)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～電気電子・材料工学科棟

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C×1(既設管路)　ﾏﾙﾁ2階ｻｰﾊﾞｰ室～ｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

配線ﾀﾞｸﾄ W=200
（既設残し）

EM-UTP×7

H=2,600

（既設残し）

配線ﾀﾞｸﾄ

電子検索室・電子閲覧室

光成端箱(SPB) SP

教員室

教員室

マルチメディア棟１階平面図　S=1/200　(改修前）

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

SP

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

情報通信設備　マルチメディア棟　（改修前） E-15
1

200

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１７／２５

事

記

マルチメディア棟２階平面図　S=1/200　(改修前）

　但し、UTPケーブルについてはCAT5e以上については残置とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※光ファイバーケーブル及びUTPケーブル、情報コンセント等の撤去を行う。

（注）１．　　　　　（点線）は残置を示す。



100
1

E-16情報通信設備　クリエーションセンター　（改修前）

※A3版の場合は50％縮尺とする

番号図面名称 縮尺

１８／２５
担　当施設係長課長補佐事務部長 総務課長

平成27年10月鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 工事名称 総数日付

事

記

消

消 消

2
6
0

D

5
4
0
0

1
0
4
80

5
60
0

C 2
60

2
7
0
0

4
3
00

3
3
0
0
0

1
1
5
2
0

1
1
0
0
0

40
0
0

2
6
0

B

10
4
8
0

11
0
0
0

A 2
6
0

36320 7680 4508 12132

320 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 320

60640

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

振動防止床

学生エリア
【休憩ルーム】男子便所 女子便所

メンテナンス
ゾーン

創造教育・多目的・課外活動スペース
材料工学実験室【創造活動実践教育エリア】

【マテリアル創製実験室】
ＥＰＳ 前室

実習用
前室

(ガス炉)
ＬＰボンベ庫

階段Ｂ多目的便所 倉庫１

廊  下

鋳造スペース
【鋳造エリア】

廊  下 ＮＣ機器室
【ＮＣ工作ルーム】

設計ショップ
【ＮＣプログラミングルーム】エントランスホール 機材及び保管スペース ガス炉

【機材及び保管室】

階段Ｃ
階段Ａ

倉庫２

ボイラー室工作ショップ
休憩室【機械工作エリア】 溶接実習室

【溶接エリア】

便所

事務室

ピット

酸素アセチレンガス
　　ボンベ置場

ホイスト用レール

ホイスト用レール

トップライト トップライト トップライト
トップライト

トップライト

トップライト

Ｒ

※Ｅ

500×500×200
P.BOX SUS WP

既設H.H

既設H.H

※Ａ

既設H.H～既設H.Hへ

共同溝内P.BOX経由 マルチメディア棟へ

※Ａ
既設H.H ～ P.BOX

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ  EM-GI-4C（既設配管）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C（既設配管）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C（既設F・FEP80φ）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-CI-4C（PF28)　天井内

※Ｅ
P.BOX ～ LANCAB

　但し、UTPケーブルについてはCAT5e以上については残置とする。

※光ファイバーケーブル及びUTPケーブル、情報コンセント等の撤去を行う。

8490 3830 34000 14320

8000 6320

冬季主風向

Ｎ

夏季主風向

Ｒ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

★

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

クリエーションセンター１階平面図（改修前）　S=1/100

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

（注）１．　　　　　（点線）は残置を示す。



EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×11(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)
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第１合併講義室
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廊　下

第２合併講義室

廊　下

既設太陽光パネル用架台

PBX　600*600*500 PBX　600*600*500

PBX　600*600*500PBX　600*600*500

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C（G70)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C（G70)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C（G70)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

　空配管（G50)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C（G50)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C（G50)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ　

　空配管（G50)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ　
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EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×7(天井ｺﾛｶﾞｼ)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(天井ｺﾛｶﾞｼ)

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×6(天井ｺﾛｶﾞｼ) 1･2F系統
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画像掲示用 画像掲示用画像掲示用

画像掲示用 画像掲示用

J
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J

J

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×6(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×14(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

第10実験室 物理化学実験室
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C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

U U

U

U U U

U

U

U

U

U

U

C

F

C

U

U

U

U

U

U

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×3(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×6(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

CCC

画像掲示用 画像掲示用画像掲示用

画像掲示用

C

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×4(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

U

F
F F

F

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×13(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×3(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-18C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上) 機械工学科棟系統

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上) 生物応用化学科・教室棟系統

※上記ｹｰﾌﾞﾙの18Cの内、使用しているのは6Cのみ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上) 生物応用化学科・教室棟系統

情報コンセント中継

CCC

画像掲示用 画像掲示用画像掲示用

C

画像掲示用EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×6(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

A

B

BB
B

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×13(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×5(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上) EM-UTP(CAT5)ｹｰﾌﾞﾙ×12(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

U U U U U U U U U U

U

U

U

U

U

U

U

U
U U

U

U

U

U

※上記ｹｰﾌﾞﾙの18Cの内、使用しているのは6Cのみ
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-18C(G54) 機械工学科棟系統

共同研究推進ｾﾝﾀｰへ

生物応用化学科・教室棟２階平面図　S=1/200　(改修前）

生物応用化学科・教室棟３階平面図　S=1/200　(改修前）

生物応用化学科・教室棟Ｒ階平面図　S=1/200　(改修前）

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

E-17情報通信設備　生物応用化学科・教室棟　（改修前） 1
200

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
１９／２５

事

記

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

備　　　考

備　　　考

（注）１．　　　　　（点線）は残置を示す。

生物応用化学科・教室棟１階平面図　S=1/200　(改修前）

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※光ファイバーケーブル及びUTPケーブル、情報コン

　セント等の撤去を行う。

　但し、UTPケーブルについてはCAT5e以上については

　残置とする。
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専攻科棟４階平面図　S=1/150　(改修前）専攻科棟３階平面図　S=1/150　(改修前）

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする
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創造工学演習室

４Ｐカテゴリー５　４本
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光ファイバ

共同研究推進センター１階平面図　S=1/150　(改修前）

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする
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専攻科棟１階平面図　S=1/150　(改修前） 専攻科棟２階平面図　S=1/150　(改修前）

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする ※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする
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Ｂ

Ｂ
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EPS

管 理 室
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身障者

U

U
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ケーブル１本　

光ファイバケーブル　１本　
４Ｐカテゴリー５　２本

※　既設ＬＡＮケーブル配線の撤去をすること。

材料分析室１階平面図　S=1/150　(改修前）

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする
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縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

情報通信設備　共同研究推進センター・材料分析室
1

150 E-18第２体育館・専攻科棟　（改修前）

工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 日付 総数

鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月
総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当

２０／２５

事

記



縮尺図面名称 番号

E-19情報通信設備　電子情報工学科棟　（改修前） 1
200

※A3版の場合は50％縮尺とする

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
２１／２５

事

記
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電子情報工学科棟１階平面図　S=1/200　(改修前） 電子情報工学科棟２階平面図　S=1/200　(改修前）

情報システム

５１０１
分散システム

実験室

５１０２

電気室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

５１０５

電子計測

５１０３

実験室

５Ｅクラスルーム

５１０６

５１０７

４Ｅクラスルーム
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３Ｅクラスルーム

５１０９

３Ｃクラスルーム

５１１０

実験室

５２０１

第２基礎

実験室

５２０２

電子制御

実験室

５２０３

教員研究室

５２０５

第一講義室

５２０４

５Ｉクラスルーム

５２０６

第４セミナー室

５２０７

女子更衣室

５２０８

４Ｉクラスルーム

５２０９

３Ｉクラスルーム

５２１０

C

C

C

C

C

ＳＰ

C

C

　空配管（G50)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ　

　光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C（G50)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ　

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-32C（地下ﾋﾟｯﾄ ﾗｯｸ上)　ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～共同研究推進ｾﾝﾀｰ

床下ピット内ラック上配線

2本

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)電子情報工学科棟系統

UTP-0.5-4C(CAT5)×5

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(地下ﾋﾟｯﾄ ﾗｯｸ上) 生物応用化学科・教室棟系統
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(床下ﾋﾟｯﾄ ﾗｯｸ上) 電子情報工学科棟系統
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(床下ﾋﾟｯﾄ ﾗｯｸ上) 機械工学科棟系統

共同研究推進センターへ

共同研究推進センターより

EM-GI-6C(地下ﾋﾟｯﾄ ﾗｯｸ上) 事務・教養棟系統
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ

事務・教養棟へ

UTP-0.5-4C×2　3階HUBへ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上) 生物応用化学科・教室棟系統

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-18C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上) 機械工学科棟系統
※上記ｹｰﾌﾞﾙの18Cの内、使用しているのは6Cのみ

ＨＢ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)電子情報工学科棟系統

UTP-0.5-4C(CAT5)×5

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)電子情報工学科棟系統
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UTP-0.5-4C(CAT5)×2　HUB用

UTP-0.5-4C×5　3階HUBへ

UTP-0.5-4C×2　1Fより

3本

EM-GI-6C(地下ﾋﾟｯﾄ ﾗｯｸ上) 事務・教養棟系統
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電子情報工学科棟３階平面図　S=1/200　(改修前）
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実験準備室
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実験室
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情報処理
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光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)電子情報工学科棟系統
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光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)電子情報工学科棟系統

UTP-0.5-4C(CAT5)×3

UTP-0.5-4C(CAT5)×2　HUB用

UTP-0.5-4C×5　1F､2Fより

UTP-0.5-4C　4階ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞより

UTP-0.5-4C×8　4Fより
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電子情報工学科棟４階平面図　S=1/200　(改修前）

情報伝送
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電子装置
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電子物性

５４０８

電子情報工学科事務室
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会議室
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留学生語学

５４１４
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第９教員研究室
５４１５

５４１６

国語第２教員研究室

５４１９

第１０教員研究室

５４２０

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)電子情報工学科棟系統
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C
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C

C

C
C

C

C

C

UTP-0.5-4C(CAT5)×3

UTP-0.5-4C　3階HUBへ

UTP-0.5-4C×8　3階HUBへ

7本

１０本

１６本

冬季主風向

Ｎ

夏季主風向

　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

（注）１．　　　　　（点線）は残置を示す。

※光ファイバーケーブル及びUTPケーブル、情報コンセント等の撤去を行う。

　但し、UTPケーブルについてはCAT5e以上については残置とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。 ※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。 ※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。 ※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。
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※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

R

電気電子工学科材料工学科棟３階平面図　S=1/200　(改修前）
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電気電子工学科材料工学科棟１階平面図　S=1/200　(改修前）

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

SP

マルチメディア棟より

構内通信線路図(E-04)参照
以降、

機械工学科棟へ至

ＥＭ－ＧＩ－１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ・ＬＸ－８Ｃ×２

ＥＭ－ＧＩ－１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ・ＬＸ－８Ｃ×２

ＥＭ－ＧＩ－１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ・ＬＸ－８Ｃ×２
（撤去）

（撤去）

（撤去）

光ファイバーケーブル１本（撤去）

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

1
情報通信設備　電気電子工学科材料工学科棟

200 E-20（改修前）

工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 日付 総数

鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月
総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当

２２／２５

事

記

　但し、UTPケーブルについてはCAT5e以上については残置とする。

※光ファイバーケーブル及びUTPケーブル、情報コンセント等の撤去を行う。（注）１．　　　　　（点線）は残置を示す。



縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

1
200

情報通信設備　青峰会館　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

　　　　　　　　　　　寮管理棟　第２青峰寮（改修前） E-21

日付 総数工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月

総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当
２３／２５
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第 ２ 青 峰 寮 １ 階 平 面 図 　 S=1/200（ 改 修 前 ）
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光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)
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休憩室

青 峰 会 館 １ 階 平 面 図 　 S=1/200（ 改 修 前 ）

第２青峰寮へ

青峰会館へ

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞへ
寮管理棟へ ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟より

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C　　　　 寮管理棟～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ
（FEP50） 光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（FEP30）寮管理棟～第２青峰寮

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C　　　　 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-2C（FEP50)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-2C（FEP50）寮管理棟～青峰会館

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-2C（G36）寮管理棟～青峰会館

W65
W33W32光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-2C（天井ｺﾛｶﾞｼ)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（E25）寮管理棟～第２青峰寮

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-2C（天井ｺﾛｶﾞｼ）寮管理棟～青峰会館ＳＰ 光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C（天井ｺﾛｶﾞｼ）寮管理棟～ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-6C（天井ｺﾛｶﾞｼ）ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ棟～寮管理棟
光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（PF22天井内）寮管理棟～第２青峰寮
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第 ２ 青 峰 寮 ピ ッ ト 内 平 面 図 　 S=1/200（ 改 修 前 ）

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-6C（ﾋﾟｯﾄ内ﾗｯｸ上)

寮管理棟より

(G42)

EM-UTP0.5-4P CAT5 情報(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上)　静養室

EM-UTP0.5-4P CAT5(G42)
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ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ１階平面図　S=1/200（改修前）

寮管理棟より

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C（FEP50)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ　EM-GI-4C（G54) P.BOX

ﾋﾟｯﾄ内配管 （ピット内）

情報機器
Ｒ収納盤

LAN  EM-GI-4C 光ケーブル 寮管理棟

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

　但し、UTPケーブルについてはCAT5e以上については残置とする。

※光ファイバーケーブル及びUTPケーブル、情報コンセント等の撤去を行う。
　防火区画貫通処理材

　ケーブルラック

　壁貫通

　ＯＡころがしケーブル配線

　ケーブルラック配線

　天井ころがしケーブル配線

　管路内配線

　配管保護(金属管)（PF管）

　立上げ，引下げ

　プルボックス

　中継ボックス

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　　　例

★

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

SP

（注）１．　　　　　（点線）は残置を示す。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。
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事務室 PS

男子

モノ創り工房製　図　室４ＭＣＲ５ＭＣＲ ３ＭＣＲ

第１

教員室

第11

教員室教員室

第10第９

教員室

第８

教員室

第７

教員室

第６

教員室

第５

教員室

第４

教員室教員室

第３第２

教員室

多目的室 多目的室 多目的室多目的室 多目的室 多目的室 多目的室多目的室 多目的室 多目的室多目的室

便所

UP

DN

DN DN

調査

階段室

外廊下外廊下

便所

PS

階段室

男子

機能加工実験室 材料評価学実験室

材料力学

実験室

(1-2)

材料力学

実験室

(2-2)

(前室)

流体工学実験室

第１

共有

実験室

個体力学

実験室

(1)

個体力学

実験室

(2) 材料保証学実験室伝熱工学実験室熱工学実験室 第２共有実験室 機械力学実験室

機械制御

工学実験室

知能機械

システム実験室

LP

女子

便所

(前室)

便所

女子

セミナ

ー室

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,150 4,025

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,150 4,025

116,350

4,000

116,350

資料室

渡り配管（E51） (E51)

Ｕ Ｕ Ｕ

ＵＵ Ｕ

ＣＲ　Ｚ３５　Ｗ：３００（セパ付）

C

C C

C C

C

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。

機械工学科棟２階平面図　S=1/150　(改修前）

機械工学科棟１階平面図　S=1/150　(改修前）

ＳＰ

ＨＵＢ盤

ＳＰボックス
ＨＵＢ盤内

以降、構内通信線路図(E-04)参照

電気電子工学科材料工学科棟より

EM-GI-4C(E51)

EM-GI-4C（G28)

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ EM-GI-4C（撤去）

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

1
150 E-22情報通信設備　機械工学科棟（改修前）

工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 日付 総数

鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月
総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当

２４／２５

事

記

（注）１．　　　　　（点線）は残置を示す。

　但し、UTPケーブルについてはCAT5e以上については残置とする。

※光ファイバーケーブル及びUTPケーブル、情報コンセント等の撤去を行う。



Ｎ
冬季主風向

夏季主風向

CR ZM W:300

ＣＲ　ＺＭ　Ｗ：５００

CR
 Z
M 
W:
30
0

CR
 Z

M 
W:
30

0

（渡り線）

（渡り線）

（渡り線）

（渡り線）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×９（ラック）cat.6
ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×７　cat.6

（共同研究推進センター～事務・教養棟）

C ＳＰＢ

ＨＵＢ
C

C

C

C

C

C

C

C

C C

C

C

C C C C

C

C C C

C

C

C

C C

C

C

C

光ファイバー接続箱

ＨＵＢ収納盤

事務･教養棟棟１階平面図　S=1/100　(改修前）

既設ＥＭ－ＧＩ６Ｃ（５０／１２５） （ラック）撤去

3,1102,250

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9,
50

0

UP

廊下

UP

SS

ホール

UP

ＰＳ

多目的便所

ホール

UP

UP

UP

ＰＳ

廊下

ｽﾛｰﾌﾟ 新設

SS

UP

SS

UP
ｽﾛｰﾌﾟ 新設

廊下

ＥＶ

ホ－ル

ＰＳ

EPS

総務課

資料保管庫

給湯室

WC(M)

WC(L)

学生課 倉庫１ 学生相談室２

倉庫３

倉庫２

保健室

学生相談室1

　640×250×650程度

　ハブＨ 　既設

　既設

SP

　スイッチングハブSH

　サーバーラックR

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

　8極8芯(CAT6)対応

情報コンセント(天井)C

C

C

　配管ﾀﾞｸﾄ

　光成端箱(SPB)

情報コンセント(OAﾌﾛｱ用)

情報コンセント

　ハブ収納盤

備　　　考

凡　　　　例

HUB

名　　　称記　　号

既設配線

縮尺図面名称 番号

※A3版の場合は50％縮尺とする

1
100 E-23情報通信設備　事務・教養棟（改修前）

工事名称鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 日付 総数

鈴鹿工業高専構内情報通信網設備改修その他工事 平成27年10月
総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　当

２５／２５

事

記

（注）１．　　　　　（点線）は残置を示す。

　但し、UTPケーブルについてはCAT5e以上については残置とする。

※光ファイバーケーブル及びUTPケーブル、情報コンセント等の撤去を行う。

※既設情報用配管配線等撤去は改修後とする。


	20151102095112
	D01特-01_特記1（電気・改修）
	D02特-02_特記2（電気・改修）
	E-02_案内・配置図
	E-03_系統図（改修後）（改修前）
	E-04_構内通信線路図（改修後）
	E-05_情報通信設備マルチメディア棟（改修後）
	E-06_情報通信設備クリエーションセンター（改修後）
	E-07_情報通信設備生物応用化学・教室棟（改修後）
	E-08_情報通信設備第２体育館･専攻科等（改修後）
	E-09_情報通信設備電子情報工学科棟（改修後）
	E-10_情報通信設備３号館（改修後）
	E-11_情報通信設備第１体育館等（改修後）
	E-12_情報通信設備４号館（改修後）
	E-13_情報通信設備１号館（改修後）
	E-14_構内通信線路図（改修前）
	E-15_情報通信設備マルチメディア棟（改修前）
	E-16_情報通信設備クリエーションセンター（改修前）
	E-17_情報通信設備生物応用化学・教室棟（改修前）
	E-18_情報通信設備第２体育館･専攻科等（改修前）
	E-19_情報通信設備電子情報工学科棟（改修前）
	E-20_情報通信設備３号館（改修前）
	E-21_情報通信設備第１体育館等（改修前）
	E-22_情報通信設備４号館（改修前）
	E-23_情報通信設備１号館（改修前）

